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E-mail　info@city.shinshiro.lg.jp

［主な内容］

自転車には２（ツー）ロックをお願いします！

自治基本条例検討会議からのお知らせ⑥
特集「明日へつなぐまちづくり」
ニューススポット
お知らせ
しみんのトビラ
エコとぴっくす
シリーズ　我らが母校再発見 No.15〔東郷東小学校〕

シリーズ　長篠・設楽原の戦い〔歴史秘話〕第９回
描かれた設楽原の決戦「長篠合戦図屏風その２」

新城駅前の駐輪場で舟着小学校の防犯少年団員9人が、自転車の防犯診断を行いました。

新
城
の
特
産
品﹇
自
然
薯
﹈

作
手
の「
夢
と
ろ
ろ
」は
香
り
が
良
く
粘
り
が
強
い
た
め
、と
ろ
ろ
汁
に
す
る
と
美
味
し
く
召
し
上
が
れ
ま
す
。
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32-1515

35-0811

22-1150

22-4100

24-3222

22-2266

休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶

開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始（12月30日～
平成24年1月3日）

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

診療科目̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
内科、小児科
診療受付時間̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
診療時間̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

市民病院

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

国道301号通行止め解除見込みの
お知らせ
①１２月末から片側通行
②全面復旧は平成24年度夏を予定
※詳しくは、県新城設楽建設事務
　所ホームページをご覧ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
【土曜日】午後5時～午後8時30分
【専門科】午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［今月の表紙］

今 月 の 人 口 平成23年11月1日現在（前月比）

総人口…50,262人（ －8）
男………24,774人（ －9）
女………25,488人（     1）
世帯数………………16,745

出生……  32人
死亡……  54人
転入……  96人
転出……  82人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致しない月もあります。
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長
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名　
　
　
　
性
別　
　
保
護
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地　

区

10月届出分元気でよい子に…

※１０月1日～3１日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

12
月
の
番
組
表

秘
書
広
報
課     
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‐
7
6
2
3
　
　info@

city.shinshiro.lg.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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岡
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６
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（
平
成
17
年
５
月
５
日
生
ま
れ
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﹁
毎
日
元
気
に
保
育
園
で

　

一
輪
車
頑
張
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ま
～
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﹂

海
生
く
ん

か

 

い

12
月
7
日

　

～
12
月
14
日

12
月
14
日

　

～
12
月
21
日

12
月
21
日

　

～
12
月
31
日

11
月
30
日

　

～
12
月
7
日

・
八
名
小
学
校
開
校
50
周
年
記
念
式
典

・
千
郷
中
学
校　

４
週
目

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

〜
新
城
は
ぐ
る
ま
の
会

・
中
学
生
海
外
派
遣
報
告
会

・
菅
守
小
学
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１
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万
博
メ
モ
リ
ア
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第
６
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対
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駅
伝
競
走
大
会

・
も
み
じ
ま
つ
り

・
千
郷
中
学
校　

２
週
目

・
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
友
の
会　
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迎
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白
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使
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料
理
【
拡
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・
千
郷
中
学
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３
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夜　間
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休　日
診療所
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星野病院（大野）

宮本病院（海老）

今泉病院（栄町）

さくら眼科（上平井）

春日眼科（杉山）

茶臼山厚生病院（富沢）

24-6500

24-6022

石川整形外科クリニック（平井）

24-6500石川整形外科クリニック（平井）

皮フ科新栄クリニック（平井）

自転車の施錠の状態を確認しました。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

（10月から毎日の診療が始まりました）
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８
月
号
か
ら
、「
市
民
の
こ
と
ば
に

よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例
（
た
た
き

台
）」の
内
容
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
行
政
」
で
す
。
基
本
的

な
考
え
方
、
役
所
の
組
織
、
市
長
の
責

務
、
職
員
、
財
政
、
市
民
の
意
見
、
市

民
参
加
の
し
く
み
、
情
報
公
開
、
元
気

の
出
る
行
政
に
つ
い
て
左
の
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

10
月
30
日
㈰
に
、
市
民
、
議
員
、
市

長
（
行
政
）
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
良
い
地
域

を
創
造
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
報
告
と
意
見
交
換
を
通
じ
て
情
報
と

意
識
の
共
有
を
図
る
場
と
な
る
「
プ
レ

市
民
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例（
た
た
き
台
）」に
つ
い
て
⑤

(1) 基本的な考え方
•市民の声を一早く汲み上げて動く。
•仕事の説明をしっかり市民に対して行う。
•行事が重複する事業が多いため、全体で見直しを行う。

(2) 役所の組織
•行政の中で横のつながりをもって考え、職員の人数の適正な配置を行う。
•市の広報のあり方の重要性を認識し、市民へ伝えたい情報をしっかり伝える。
•市のイベントの広報活動を行い、その参加方法を十分伝える。
•若者が就職したくなる市役所になるよう、職場の魅力を高める。

(3) 市長の責務
•市長は、長期的な視点で市政をリードする。
•二元代表制の主旨に鑑み十分な話し合いで議会の協力をえる。
•市政報告会などを各地域で設定し市民との対話を大切にする。

(4) 職員
•職員は情報提供を積極的に行う。
•笑顔で声をかけ、市民の目線で仕事が出来る職員を育成する。
•職員の質を向上させる。

(5) 財政
•優先順位を決めた予算を適正に配分する。
•自主財源をしっかり確保する。
•まんべんなくお金を使うという発想を考え直す。

(6) 市民の意見
•市民の意見を定例的に集める。
•中学生・高校生の意見も取り入れるしくみを考える。
•市民の提案を行政に活かせる仕組みをつくる。

(7) 市民参加のしくみ
•市民と行政とが双方向で参加できるシステムを検討し、市民力を最大限活用する。
•アンケートが公表できるシステムをつくる。

(8) 情報公開（自主的にも制度的にも）
• 行政情報を積極的に公開・公表する。個人情報の保護に配慮しつつ、すべて原則公
　開とする。

(9) 元気の出る行政
•市職員は守りに入りがちであるが、市民のうしろだてがあれば安心して実行できる。

「こんな新城にしたい（住みたい）」中学生作文
　夏休みに中学生が書いてくれた86作品の中から、新城市自治基本条
例検討会議若者の声を聴く分科会で審査し次の通り決定しました。
◆最優秀賞
　「座れる町」　　　　　　　　　　鳳来中学校　３年　松下　　翔　君
◆優秀賞
　「作手に生まれて」　　　　　　　作手中学校　３年　太田　祐美さん
　「あいさつから始まる住みやすい町」新城中学校　１年　鈴木　　紫さん
◆佳　作
   「願い」　　　　　　　　　　　　新城中学校　３年　神谷　健輔　君
　「田舎だけど…」　　　　　　　　新城中学校　１年　菅谷　涼馬　君
　「理想の新城」　　　　　　　　　新城中学校　１年　村野　海帆さん
　「新城について」　　　　　　　　新城中学校　１年　伊藤菜南子さん
　「こんな新城にしたい！」　　　　新城中学校　１年　梅田　知里さん
　「わたしの住みたい・したい新城」新城中学校　１年　渡邊　七瀬さん

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
⑥

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   
「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」より

４． 行政

総
合
政
策
部
　
　
23
‐
7
6
7
3

住み続けたくなるまちをつくろう！

市
役
所
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

条例をより良く生かすための仕組み
（２月号）

自治を創造する仕組み
（1月号）

行政
（今月号）

地域活動・市民活動
（11月号）

市民
（10月号）

なぜ、私たちは自治基本条例を作るのか
（8月号）

※今回は紙面の都合上、「たたき台」の一部を載せています。（詳しくは、ホームページまたは総合政策部へ
　お問い合わせください）

「プレ市民総会」の様子

まちづくりとは？
（9月号）

プ
レ
市
民
総
会
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市
民
編
集
委
員
か
ら

　

「
進
化
す
る
新
城
」
。
勿
論

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
ち
な

ん
だ
タ
イ
ト
ル
で
す
。
進
化
論

に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ

る
そ
う
で
す
。
「
強
い
も
の
が

生
き
残
る
の
で
は
な
い
、
変
化

し
続
け
る
も
の
が
生
き
残
る
の

だ
。
」

　

今
、
市
民
主
体
の
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
新
城
市
は
大
き
な

変
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
時
代
の
境
目
に
あ
っ
て
こ

の
挑
戦
は
、
新
城
の
生
き
残
り

＝
地
域
に
持
続
性
を
も
た
ら
す

こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
の
取
材

を
通
し
、
変
化
に
臨
み
、
次
世

代
と
と
も
に
新
城
の
あ
り
方
を

考
え
る
、
そ
う
い
う
局
面
に
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

審
査
講
評

　
若
者
の
声
を
聴
く
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　

市
毛
紀
美
子

　

こ
の
分
科
会
で
は
、
「
元
気
で

住
み
続
け
ら
れ
、
世
代
の
リ
レ
ー

が
で
き
る
ま
ち
」
を
考
え
る
に
当

た
り
、
世
代
の
バ
ト
ン
を
受
け
取

る
若
者
か
ら
見
た
住
み
た
い
ま
ち

は
ど
ん
な
ま
ち
な
の
か
を
知
る
た

め
に
、
夏
休
み
前
に
「
こ
ん
な
新

城
に
し
た
い（
住
み
た
い
）」
を
テ
ー

マ
に
作
文
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う

中
学
校
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
作
文（
86
作
品
）が
提
出

さ
れ
、
委
員
全
員
で
回
読
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
え
っ
！
中

学
生
で
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
る
ん

だ
…
」
、
「
こ
の
発
想
は
と
て
も

大
人
に
は
考
え
つ
か
な
い
」
、

「
新
城
が
好
き
！
」
、
「
若
者
向

け
の
施
設
が
な
い
け
ど
自
然
が
い

っ
ぱ
い
」
、
「
環
境
の
良
さ
は
誇

れ
る
こ
と
」
な
ど
、
否
定
的
な
意

見
は
少
な
く
「
ず
ー
っ
と
新
城
で

暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
新
城
に
愛

着
を
持
っ
て
い
る
若
者
が
多
数
い

る
こ
と
に
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
気
持
ち
を
大
人
に
な
っ
て

も
持
ち
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。
５ 特集 明日へつなぐまちづくり

座
れ
る
町

　
　
鳳
来
中
三
年
　
　
松
下
　
翔　

　

社
会
の
教
科
書
の
特
に
中
世
や
近

世
の
絵
を
見
る
と
、
町
の
様
々
な
場

所
で
人
々
が
座
り
込
ん
で
話
を
し
て

い
る
場
面
を
見
つ
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
の
後
半
あ
た
り
か
ら
日
本

の
都
市
は
急
速
に
近
代
化
し
、
人
々

が
座
り
込
ん
で
話
を
す
る
光
景
を
目

に
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

土
の
道
は
舗
装
さ
れ
、
歩
車
道
が

分
離
し
ま
し
た
。

　

敷
地
一
杯
ま
で
建
物
が
建
ち
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
今
、
僕
達
の
住
ん
で
い
る

新
城
市
に
高
速
道
路
が
出
来
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
の
新
城
市
は
、

建
物
も
道
路
も
高
速
で
近
代
化
し
て

い
ま
す
。　
　

　

し
か
し
今
、
町
行
く
人
々
が
座
る

場
所
は
、
飲
食
店
の
椅
子
や
、
バ
ス

や
電
車
を
待
つ
と
き
に
座
る
椅
子
ぐ

ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
生
活
の
良
さ
が
、
近
代
化
に

よ
っ
て
薄
れ
て
い
っ
て
い
る
と
、
僕

は
思
い
ま
す
。

　

僕
は
鳳
来
西
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

新
城
の
宮
ノ
前
に
親
せ
き
の
家
が
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
昔
か
ら
よ
く
遊

び
に
行
き
ま
す
。

　

八
月
の
花
火
大
会
の
と
き
、
待
ち

合
わ
せ
の
時
間
ま
で
少
し
時
間
が
あ

り
ま
し
た
。
家
の
人
は
も
う
出
か
け

て
い
る
の
で
、
本
を
読
ん
で
待
つ
こ

と
に
し
ま
し
た
。
家
の
近
く
に
公
園

が
あ
り
、昔
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
こ
で
読
も
う
と
思
い
、
公
園
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ベ
ン
チ
は
も
う
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
殺
風
景
と
い
う
言

葉
が
似
合
う
ぐ
ら
い
、
公
園
が
広
く

な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
座
れ
る
場
所
を
探
す
だ

け
で
時
間
が
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

僕
が
残
念
だ
っ
た
の
は
、
座
っ
て
休

め
る
の
ん
び
り
と
し
た
空
間
が
、
ま

た
一
つ
町
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
事

実
で
し
た
。

　

僕
は
、今
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、

座
り
込
む
と
い
う
行
為
を
日
本
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
も
原
始
的
な
ス
タ

ル
と
し
て
、
再
評
価
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

街
路
樹
脇
な
ど
に
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
、
住
宅
の
玄
関
前
に
縁
台
を
置

く
、
公
園
な
ど
の
人
が
集
ま
る
場
所

に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
な
ど
、
町
中

の
既
存
の
何
か
に
座
り
込
め
る
場
所

を
付
け
加
え
れ
ば
、
快
適
に
、
そ
し

て
無
意
識
に
誰
も
が
座
り
込
め
る
空

間
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
近
代
化
、
都
市
化
が
進
む
今
、

昔
の
良
さ
を
織
り
混
ぜ
て
い
く
こ
と

で
、
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
町
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
僕
に
と
っ
て
日
本

に
お
け
る
都
市
化
と
は
、
地
面
か
ら

人
々
を
引
き
離
し
、
外
で
座
り
話
す

こ
と
を
許
さ
な
く
す
る
こ
と
だ
と
も

感
じ
ま
し
た
。

　

新
城
市
は
、
自
然
に
も
満
ち
て
い

る
し
、
春
の
桜
、
夏
の
花
火
、
秋
の

紅
葉
に
冬
の
雪
と
、
四
季
折
々
の
良

さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ

た
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
良
く
す
る
に
は
、

や
は
り
昔
と
今
の
調
和
だ
と
思
い
ま

す
。
近
代
化
に
よ
り
、
新
城
市
を
訪

れ
る
人
は
さ
ら
に
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
新
城
に
住
ん
で
い
る
人
だ
け
で

な
く
、
初
め
て
訪
れ
た
人
も
ゆ
っ
く

り
で
き
る
、
平
和
で
美
し
い
街
に
新

城
市
が
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

明日へつなぐ
　　   まちづくり

松
下
君
を
訪
ね
て

　

新
城
の
変
化
を
「
椅
子　

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
角
度
か
ら
考

察
し
、
人
と
人
、
人
と
地
面
と
が
切

り
離
さ
れ
て
い
く
現
状
を
危
惧
し
た

中
学
3
年
生
は
、「
楽
し
い
こ
と
で

も
、
悲
し
い
こ
と
で
も
、
話
を
す
る

場
に
は
、
椅
子
が
あ
っ
た
方
が
い
い

と
思
っ
て
。」
と
、「
座
れ
る
町
」
と

書
い
た
理
由
を
シ
ン
プ
ル
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
居
住
地
の
鳳
来
西

地
区
に
ベ
ン
チ
や
イ
ス
は
な
い
け
れ

ど
、
自
分
を
優
し
く
受
け
入
れ
て
く

れ
る
地
域
の
人
・
友
達
・
仲
間
と
遊

ん
だ
山
が
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
。
大
好
き
な
場

所
だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

松
下
君
は
、
座
れ
る
場
所
が
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
園
や
街
が
、

本
質
的
な
部
分
で
変
化
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
一
方
、
私
た

ち
大
人
は
、
近
代
化
の
中
で
、
守
り

残
し
て
い
く
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、

そ
し
て
、
新
城
で
暮
ら
す
こ
と
・
幸

福
の
意
味
と
価
値
観
に
つ
い
て
、

日
々
の
生
活
・
変
化
の
中
で
、
ち
ゃ

ん
と
そ
れ
を
考
え
、
意
思
と
責
任
を

も
っ
て
選
択
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　

取
材
の
最
後
に
、「
地
域
の
大
人

た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
る
?
」

と
問
う
と
、「
伝
え
た
い
こ
と
で
は

な
い
け
れ
ど
、（
作
文
募
集
と
い
う

形
で
）
僕
た
ち
子
供
の
意
見
を
聞
い

て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
新

し
い
時
代
に
は
、
新
し
い
世
代
の
観

点
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
松
下

君
た
ち
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
受
け

止
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
舞
台
に
、
若

い
主
役
た
ち
が
活
躍
で
き
る
場
を
設

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

わ
ず
か
20
分
ほ
ど
の
取
材
で
し
た

が
、
近
い
将
来
、
地
域
の
バ
ト
ン
を

受
け
取
る
で
あ
ろ
う
15
歳
の
存
在

を
、
実
に
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

「プレ市民総会」での発表

　

10
月
30
日
。
約
１
５
０
人
の
市
民
と
議
員
・
市
長
が
会
し
て
開
催
さ
れ
た「
プ
レ
市
民
総
会
」。
中
学
生
に
よ
る「
こ

ん
な
新
城
に
し
た
い
・
こ
ん
な
新
城
に
住
み
た
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
の
優
秀
作
品
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
に
何
を
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

明日へつなぐ
　　   まちづくり 中

学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
作
品
紹
介　
「
座
れ
る
町
」　
鳳
来
中
学
校
３
年　

松
下　

翔
君

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
作
品
紹
介　
「
座
れ
る
町
」　
鳳
来
中
学
校
３
年　

松
下　

翔
君

「プレ市民総会」での発表



9 2011.12 82011.12

歳入（225億8,051万円） 歳出（212億1,061万円）

一般会計分 …… 229億6,590万円
特別会計分 …… 108億1,837万円
企業会計分 ………66億2,388万円
合　　　計 ……… 404億815万円

土   地 …………　  4,816,003㎡
建   物 …………… 286,434㎡
基   金 ……… 59億4,550万円

民生費　５２億3,8５8万円

国庫支出金　18億5,083万円

負担金など　5億1,145万円

繰越金　10億8,681万円

市債　18億6,800万円

県支出金　11億9‚004万円

諸収入　9億328万円

地方消費税交付金　5億1,033万円

市税　71億9,591万円

そのほか　14億364万円

総務費　３２億９,３１７万円

消防費   1２億２,０５９万円

公債費　２９億６,６２６万円

衛生費　27億５,６３６万円

土木費　1３億４,８９０万円

教育費　2４億２,２３２万円

そのほか　１９億６,４４３万円

地方交付税　60億6,022万円

市の財政状況をお知らせします

　

平
成
22
年
度
決
算
な
ら
び
に
、
平
成
23

年
度
上
半
期
予
算
（
9
月
末
現
在
）
の
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
2
2
5
億
8
，0
5
1
万
円
、
歳
出

が
2
1
2
億
1
，0
6
1
万
円
と
な
り
ま
し

た
。　

　

平
成
22
年
度
は
、
八
名
中
学
校
屋
内
運

動
場
の
改
築
、
東
郷
東
小
学
校
校
舎
お
よ

び
舟
着
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

な
ど
の
子
ど
も
や
避
難
所
と
し
て
の
安
全

確
保
、
救
急
医
療
対
策
、
消
防
車
両
の
整

備
な
ど
、
市
民
の
生
活
の
安
心
に
つ
な
が

る
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
で
は
、
山
吉
田
地

区
新
設
小
学
校
の
建
設
、
小
・
中
学
校
保

健
室
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
、
小
学
校
へ

の
A
E
D
の
設
置
な
ど
の
子
ど
も
の
安
全

確
保
対
策
や
、
助
産
所
の
運
営
、
予
防
接

種
の
助
成
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
大
な

ど
市
民
の
生
活
の
安
心
に
つ
な
が
る
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

繰
越
金
は
13
億
6
，9
9
0
万
円
で
、
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
へ
繰
り
越
し

て
行
う
事
業
に
2
億
2
，8
7
9
万
円
充
て

ら
れ
、
そ
の
ほ
か
の
繰
越
金
11
億
4
，

1
1
1
万
円
は
、
平
成
23
年
度
に
取
り
組

む
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

地 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

財 産 区 会 計

新 城 市 民 病 院 事 業 会 計 

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

224億5,365万円

126億6,462万円

48億443万円

582万円

38億807万円

1億8,967万円

12億1,023万円

4億1,569万円

7億6,101万円

1,360万円

1億2,661万円

10億4,833万円

2億8,116万円

64億5,383万円

46億2,013万円

18億203万円

3,167万円

415億7,210万円

225億8,051万円

122億8,967万円

46億4,308万円

554万円

37億1,831万円

1億8,267万円

11億7,484万円

3億9,362万円

7億4,844万円

1,207万円

1億2,515万円

10億2,789万円

2億5,806万円

52億8,794万円

40億2,862万円

12億3,592万円

2,340万円

401億5,812万円

212億1,061万円

120億5,996万円

45億9,501万円

554万円

37億764万円

1億7,750万円

11億7,117万円

3億9,241万円

7億3,007万円

1,181万円

1億2,505万円

10億1,659万円

1億2,717万円

56億8,761万円

41億9,274万円

14億7,003万円

2,484万円

389億5,818万円

219億8,601万円

132億4,276万円

47億9,780万円

0万円

40億3,228万円

1億9,350万円

12億9,440万円

7億380万円

8億440万円

950万円

3,260万円

11億870万円

2億6,578万円

59億7,783万円

44億1,607万円

15億4,867万円

1,309万円

412億660万円

117億1,303万円

37億9,373万円

16億5,864万円

0万円

15億3,365万円

5,929万円

1億2,196万円

8,336万円

1億1,637万円

268万円

1,986万円

1億9,792万円

0万円

25億6,636万円

21億7,237万円

3億8,724万円

675万円

180億7,312万円

81億1,988万円

51億9,722万円

21億2,493万円

0万円

16億2,517万円

7,814万円

3億8,158万円

2億2,100万円

2億9,864万円

214万円

2,090万円

4億4,472万円

0万円

25億1,503万円

20億9,411万円

4億1,563万円

529万円

158億3,213万円

予　算　額        収 入 済 額       支 出 済 額   予　算　額        収 入 済 額        支 出 済 額

平成22年度決算額

一　　般　　会　　計
特　別　会　計　合　計

企　業　会　計　合　計

総　　　合　　　計

会　　計　　名　　称
平成23年度（9月末現在）

※老人保健特別会計は平成２２年度で廃止となりました。

（企業会計の予算は支出予算額です）

〔市役所関連施設〕

市役所（本庁）
鳳来総合支所
作手総合支所
市民病院
設楽原歴史資料館
鳳来寺山自然科学博物館
長篠城址史跡保存館
作手歴史民俗資料館
勤労青少年ホーム
市民体育館・分館
作手診療所
しんしろ助産所

可燃ごみ収集
クリーンセンター（自己搬入）
資源集積センター（自己搬入）
鳥原埋立処分場（自己搬入）
し尿収集（新城市清掃センター）
し尿収集（作手）

12月 1月
28(水）29(木）30(金）31(土） 1(日） 2(月） 3(火） 4(水）

平成2４年
備　　考

備　　考

備　　考

休
休
休

休
休
休

休
休
休

休
休
休

休
休
休

休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休
休

午後5時まで

午後5時まで

午後5時まで

午後5時まで

【ごみ・し尿収集関係】

【斎苑関係】

しんしろ斎苑

搬入時間は午前9時から午後3時30分まで

受付・収集は1/10から

12/29と12/30は正午まで
12/29と12/30は正午まで

※収集カレンダーのとおり収集しますので、ご確認ください。

休休

休

休休休休
休休休休

休（友引）

(地方自治法第243条の3の規定による)

市債の状況 財産の状況

交付税・国県支出金など
２77,486円

負担された市税
142,476円 使われたお金

419,962円

一般会計でみた
１人当たりのお金

平成2２年度決算と平成2３年度（9月末現在）収入支出状況 市の財政状況をお知らせします市の財政状況をお知らせします

財
政
課
　
　
23
‐
7
6
1
6

平成22年度 一般会計の決算平成22年度 一般会計の決算

平成2２年度決算と平成2３年度（9月末現在）収入支出状況

年末年始の業務案内年末年始の業務案内

12月 1月
28(水）29(木）30(金）31(土） 1(日） 2(月） 3(火） 4(水）

平成2４年

12月 1月
28(水）29(木）30(金）31(土） 1(日） 2(月） 3(火） 4(水）

平成2４年
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地
方
公
務
員
法
第
58
条
の

２
お
よ
び
新
城
市
人
事
行
政

の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
市
に

お
け
る
「
平
成
22
年
度
人
事
行

政
の
運
営
等
の
状
況
」
を
公
表

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
の
職
員
数
、
給

与
、勤
務
条
件
、服
務
、福
利
厚

生
な
ど
の
状
況
を
皆
さ
ん
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
事
行
政
の
公
正
性
と
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
職
員
数
の
削
減
や

人
件
費
の
適
正
化
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
な
人
事
行

政
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

〔
概
要
版
〕
を
掲
載
し
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

1　職員の任免および職員数に関する状況
（1）職員の採用・退職の状況（平成22年度）

※対象期間：（退職）平成2２年4月1日～2３年3月31日、（採用）平成2２年4月2日～2３年4月1日
※市では、平成22年4月1日から再任用制度を導入し、1９人の再任用職員を採用しています。再任用制度とは、定年などで退職した60歳代
　前半の者のうち公務内で働く意欲と能力のある人を再び採用し、その知識・経験を活用していただくための制度です。

※教育長を含む　（平成18年4月1日は教育長不在）

単位：人

単位：人（2）職員数の状況

退　　　　職

職　　　員　　　数　　　の　　　推　　　移

定 　 年 　 勧 　 奨 　　自己都合など 　 　計
１４

２

１

１

６

２４

－

6
123
23
2
34
11
49
248
169
53
222
470
91
120
211
282
23
13
29
347
1,028

6
113
22
2
36
10
48
237
164
52
216
453
86
120
206
255
22
13
29
319
978

6
108
20
2
35
11
45
227
158
53
211
438
79
120
199
236
22
13
29
300
937

6
108
22
2
30
11
43
222
155
54
209
431
77
121
198
224
21
12
30
287
916

5
103
23
2
29
12
43
217
154
52
206
423
76
122
198
219
19
11
29
278
899

5
101
24
2
29
11
39
211
150
51
201
412
72
126
198
213
18
10
32
273
883

△1
△22
1
0
△5
0
△10
△37
△19
△2
△21
△58
△19
6
△13
△69
△5
△3
3
△74
△145

６

６

－

５

２

１

１１

３

２２

２

２５

４

２

１２

９

５２

２

１０

６

７

１３

３６

７

△１５

２

５

１

△９

△１６

５

採　用 　増　減
 

定年：60歳
（医師は65歳）
勧奨：定年前の
　　　早期退職

※再任用職員は、
　1人を除いて短
　時間勤務。

一般行政計

合　　計

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

福
祉
関
係

特
別
行
政

公
営
企
業
な
ど

増　減
(H23-H18)

事 務 職

保育・教諭職

消 防 職

医 療 職

技 能 労 務 職

合 　 計

再 任 用 職 員

議 　 会
総 　 務
税 　 務
労 　 働
農林水産
商 　 工
土 　 木
小 　 計
民 　 生
衛 　 生
小 　 計

教 　 育
消 　 防
小 　 計
病 　 院
水 　 道
下 水 道
そのほか
小 計

※教育長は含まない

H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1

2　職員の給与の状況

（1）人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

（2）職員の初任給などの状況

（3）行政職の級別職員数の状況

（4）職員の手当の状況（平成22年度普通会計決算）　　

※6級の課長職には、副部長を含む

※ほかに初任給調整手当、単身赴任手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、管理職員特別勤務手当などがあります。

（平成23年4月1日現在）

（平成23年4月1日現在）

住民基本台帳人口

初　任　給 経験年数10年 　経験年数15年 　経験年数20年 　　行政職平均

種　　類 　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　　　容

１級 　　２級 　　　　３級 　４級 　　　５級 　６級 　　　７級 　　　　　計

50,506人 211億4856万円　　 11億4137万円　　　50億7663万円 　　24.0％

172,200円 　255,600円 　317,100円 　355,200円

36 　　43 　　　　85 　61 　　　38 53 　　12 　　　　　328

11.0 　　13.1 25.9 　18.6 　　　11.6 　16.1 　　　3.7　  　100.0

140,100円 　229,300円 　270,100円 　320,300円

新城市

行政職

主事・技師 　　主任 　　 係長・主査 　副課長 　　　課長 　部長職 務 内 容

職員数（人）

構成比（％）

大学卒

高校卒
333,108円

支給職員１人当たり
平均支給年額

570,783円

226,611円

267,690円

80,773円

236,392円

1,206,232円

50,382円
（医療職などを除く）

19,073,162円

管 理 職 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

時間外勤務手当

期 末 手 当
勤 勉 手 当

特 殊 勤 務 手 当

退 職 手 当

管理または監督の地位にある職員（副課長相当職以上）に37,700円～75,200円
（一般事務職）を支給

扶養親族のある職員に支給
　配偶者（13,000円）
　そのほか（1人6,500円）
　15歳～22歳までの子（各5,000円加算）

12,000円を超える家賃を支払っている職員には最高27,000円を支給

片道2キロメートル以上の場合に、通勤距離に応じて2,000円～24,500円を支給

正規の勤務時間（週38時間45分）以外の時間に勤務することを命ぜられた職員
（管理職手当を支給されている職員を除く）に勤務時間に応じて支給

6月期、12月期の年2回に分けて支給
　　 6月期　1.95月分（期末1.25月分、勤勉0.7月分）
　　12月期　2.00月分（期末1.35月分、勤勉0.65月分）

著しく困難、危険、不快、不健康な業務に従事した職員に支給

勤務年数および在職中の貢献度に応じて支給

歳　出　額 実質収支 人　件　費 人件費率 人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
〔
概
要
版
〕
を
公
表
し
ま
す

人
事
課
　
　
23
‐
7
6
1
9
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3　職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

4　職員の分限および懲戒処分の状況

（2）年次有給休暇の取得の状況

（1）標準的な勤務時間（病院、消防などの交替・変則勤務体制の職場を除く）

（1）懲戒処分の状況

総付与日数 　　総取得日数 　　　　全対象職員数 　　　平均取得日数 　　 消化率

1日の勤務時間：7時間45分
勤　務　時　間：午前8時30分～正午、午後1時～5時15分
1週間の勤務時間：月曜日から金曜日までの38時間45分
週　　休　　日：土・日曜日（ほかに国民の休日、年末年始も休日となります）

※全対象職員数：非現業の一般職に属する職員のうち市長部局に勤務する職員

単位：人

単位：人

2

2

2

3

5 0 0

0

0

2

0

2

3

0

7

1

11

37

6

55

7

0

0

7

5

5

 

0

2

2 0

48

7

55

16,433日 　　　3,202日 　　　　　　413人 　　　　7.8日 　　　　　　　19.5％

事由別

行為別

法令に違反した場合

職務上の義務に違反し、または
職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行のあった場合

地方公務員法第29条第1項第1号

地方公務員法第29条第1項第2号

地方公務員法第29条第1項第3号

戒告 減給　　　停職　 免職　 合計 訓告など

戒告　 減給　　停職　 免職　 合計 訓告など

道 路 交 通 法 違 反
（交通事故を含む）

職務遂行中
そ の ほ か

合　　　　　計

5　職員の福祉および利益の保護の状況
（1）共済組合の負担の状況

（2）職員互助会の負担の状況

事 業 内 容 　　　　　 市　負　担　額 　　　　　　 1人当たりの負担額

事 業 内 容 　　　　　 市　負　担　額 　　　　　　 1人当たりの負担額

愛知県市町村職員
共済組合

市民病院共励会
（市職員会への負担は
平成22年度から取りやめ）

短期（健康保険）
長期（年金）
福祉事業
介護保険

給付事業
福利厚生事業

1,031,364,737円 1,144,689円

846,069円 3,972円

給与・任用に関する不正
一 般 服 務 違 反 関 係
一 般 非 行 関 係
収 賄 な ど の 関 係

監 　 督 　 責 　 任
合 　 　 　 　 　 計

12
月
４
日
㈰
〜
10
日
㈯
は
人
権
週
間
で
す

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
昭
和
23
年
12

月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
12
月
10
日

を
人
権
デ
ー
と
定
め
、
す
べ
て
の
加

盟
国
に
対
し
、
人
権
思
想
の
啓
発
の

た
め
の
行
事
を
毎
年
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団

体
の
協
力
を
得
て
、
人
権
デ
ー
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と

定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
意
識
の
普

及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
第
63
回
人
権
週
間
」
と

し
て
次
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
各
種
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　現在空家のある若者定住促進
住宅の入居者を募集します。
　申し込みの先着順に入居者を
決定します。空戸数に達した後に
申し込みをされた方は、空家待機
者として受け付けを行います。
募集住宅・戸数
　草谷ハイツ　２戸
　杉平住宅　　１戸
申込用紙の交付・受付期限
　平成24年3月30日（金）まで
※土・日曜日、祝日は除く

•市内に住所を有する婚姻して
　いる方または婚約中の方で、
　男女いずれも年齢が40歳未満
　である方
•入居期間は５年間で、退去後も
　市内に居住する方
•入居予定者の中に暴力団員が
　いないこと。
　申込用紙は、市ホームページか
　らダウンロードできます。その
　ほか詳しいことはお問い合わ
　せください。

若者定住促進住宅空家
入居者募集（作手地区）

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

•
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

•
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

•
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

　

よ
う

•
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

　

平
等
を
実
現
し
よ
う

•
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

•
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

　

深
め
よ
う

•
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

•
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

　

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

　

う
•
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

　

る
偏
見
を
な
く
そ
う

•
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

　

に
配
慮
し
よ
う

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

　

権
侵
害
を
や
め
よ
う

•
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

　

く
そ
う

•
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

　

な
く
そ
う

•
性
同
一
性
障
が
い
を
理
由
と
す
る

　

差
別
を
な
く
そ
う

•
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

•
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

特
設
相
談

●
新
城
地
区

　

12
月
13
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

市
民
体
育
館

●
作
手
地
区

　

12
月
13
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

●
鳳
来
地
区

　

12
月
21
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

市
に
は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人

権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
城
地
区

　

井
原　

昭　
　
　

23‐0
9
2
0

　

今
泉
正
子　
　
　

22‐２
７
７
６

　

梅
岡
良
子　
　
　

22‐２
１
４
４

　

加
藤
節
子　
　
　

23‐７
９
２
１

　

河
合
良
之　
　
　

22‐３
３
９
７

　

森　

哲
成　
　
　

26‐０
２
１
８

鳳
来
地
区

　

今
泉
し
げ
み　
　

35‐１
１
３
９

　

柹
原
さ
よ
子　
　

32‐２
６
６
５

　

門
林
恒
憲　
　
　

35‐０
１
３
５

　

鈴
木
幹
雄　
　
　

32‐１
２
０
６

作
手
地
区

　

斉
藤
正
善　
　
　

39‐３
１
４
０

　

坂
田
澄
子　
　
　

37‐２
３
３
７

※
敬
称
略

市
民
保
険
課
　
　
23
‐
7
6
2
8

都市計画課　　23‐7640

地
域
振
興
課
　
　
32
‐
1
9
8
3

地域整備課　　32‐1977

地
域
振
興
課
　
　
37
‐
2
2
7
9

地域整備課　　37‐2297

い

は
ら
　

あ
き
ら

い
ま
い
ず
み
ま
さ
こ

う
め
お
か
よ
し
こ

か

と
う
せ
つ
こ

か

わ
い
よ
し
ゆ
き

も
り
　
　
て
つ
じ
ょ
う

い
ま
い
ず
み

か
き
は
ら

か
ど
ば
や
し
つ
ね
の
り

す
ず

き

み
き

お

さ
い
と
う
ま
さ
よ
し

さ
か
た

す
み
こ
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事
業
者
向
け
融
資
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

商
工
課　
　
23
‐
7
6
3
4

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
方
へ
さ
ま
ざ
ま
な
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
融
資
制
度
以
外
に
も
県
の
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
知
県
信
用
保
証
協
会
（　

０
５
３
２
‐
57
‐
５
６
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
制
度

融
資
対
象

融
資
金
額

資
金
使
途

融
資
期
間

年
利
率

担
保
・

保
証
人

備　

考

市
起
業
者
支
援

資
金
融
資
制
度

市
短
期
特
別
小
口
資
金

利
子
補
給
補
助
金

商
工
業
振
興
資
金
融
資

制
度

通
常
資
金
（
振
）

小
規
模
企
業
資
金
（
振

小
）

市
短
期
特
別
小
口

資
金
融
資
制
度

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員

50
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

20
人
）
以
下
の
個
人
・
法
人
・

企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員

20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

５
人
）
以
下
の
個
人
・
法
人
・

企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員

20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

５
人
）
以
下
の
個
人
・
法
人
・

企
業
組
合

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員

20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

５
人
）
以
下
で
開
業
し
よ
う
と

す
る
方

市
短
期
特
別
小
口
資
金
融
資
で
借
り
入
れ
し
た
場
合
、
当
該
融
資
に
係
る
利
子
を
含
め
た
額
を
取
引
金
融
機
関
へ
完
済
し
た
後
、
正
規
の
利
子
相
当
額
の

1
／
2
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
申
請
は
返
済
完
了
日
か
ら
30
日
以
内
に
市
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

商
工
業
振
興
資
金
の
小
規
模
企
業
資
金
融
資
で
借
り
入
れ
を
し
た
場
合
、
支
払
っ
た
信
用
保
証
料
の
1
／
2
（
1
0
0
円
未
満
切
捨
て
）
を
補
助
し
ま

す
。
た
だ
し
、
上
限
は
８
万
円
で
す
。
補
助
申
請
は
融
資
貸
付
日
か
ら
15
日
以
内
に
市
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
5
0
万
円

以
内

5
0
0
万
円

以
内

１
，２
５
０
万
円

以
内

（
協
会
保
証
残

含
む
）

5
，0
0
０
万
円

以
内

設
備　

７
年
以
内

運
転　

１
年
以
内

設
備　

１
年
以
内

運
転　

７
年
以
内

設
備　

７
年
以
内

３
年
以
内
1
·
４
％

５
年
以
内
1
·
５
％

７
年
以
内
1
·
６
％

３
年
以
内
1
·
６
％

５
年
以
内
1
·
７
％

７
年
以
内
1
·
8
％

運
転　

７
年
以
内

設
備　

７
年
以
内

・
市
内
に
居
住
し
、
市
内
で
開
業
す

　

る
25
歳
以
上
の
方

・
開
業
ま
で
に
許
可
書
を
取
得
し
て

　

い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
必
要
な
許
可
書
を
取
得
し
て
い
る

　

こ
と

・
事
業
を
適
法
に
営
ん
で
い
る
こ
と

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
必
要
な
許
可
書
を
取
得
し
て
い
る

　

こ
と

・
据
置
６
カ
月
が
可
能
な
分
割
返
済

・
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
が
必
要

・
事
業
を
適
法
に
営
ん
で
い
る
こ
と

1
·
８
％

1
·
６
％

原
則
要

原
則
不
要

原
則
不
要

原
則
不
要

市
信
用
保
証
料
補
助
金

中
小
企
業
者
の
方
へ
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

第
５
回

ど
す
ご
い
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

　

12
月
18
日
㈰

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　

豊
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
2
階
）

•
ク
ラ
ウ
ン
Ｋ
こ
と
大
棟
耕
介
さ

　

ん
の
講
演
会

　

「
笑
い
の
力
〜
現
役
ク
ラ
ウ
ン

　

か
ら
学
ぼ
う
！
〜
」

•
ク
ラ
ウ
ン
を
交
え
た
交
流
会　

　
（
ク
イ
ズ
や
景
品
も
あ
り
ま
す
）

　

東
三
河
5
市
で
活
動
す
る
市
民

　

活
動
団
体
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
や
市
民
活
動
に
興
味
・
関
心

　

の
あ
る
方

　

1
0
0
人

　

無
料

　

第
57
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

　
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ク
ラ
ウ
ン
・
Ｋ
ち
ゃ
ん

が
行
く
」
の
大
棟
耕
介
さ
ん
が
や
っ
て

き
ま
す
。

（
講
演
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

主
催

　

東
三
河
市
民
活
動
推
進
協
議
会

運
営

　

ど
す
ご
い
交
流
会
実
行
委
員
会

あ
な
た
の
市
民
活
動
を
１
０
０
倍
動
か
す

Ｐ
Ｒ
講
座

企
画
課　
　
23
‐
7
6
2
1

企
画
課　
　
23
‐
7
6
2
1

　

12
月
10
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

市
民
体
育
館　

第
一
会
議
室

　

タ
ケ
ダ
ビ
デ
オ

　

代
表　

武
田
年
弘
氏

　

Ｐ
Ｒ
が
苦
手
な
方
、Ｐ
Ｒ
ビ
デ

　

オ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
っ
て
み
た
い
方
、

　

情
報
発
信
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

　

る
市
民
活
動
団
体
の
方
な
ど

※
準
備
の
都
合
上
、
参
加
希
望
の

　

方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ

　

い
。

　

無
料

　

第
１
部　

講
座

　

「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
製

　

作
に
学
ぶ
Ｐ
Ｒ
ノ
ウ
ハ
ウ
」

　

〜
写
真
記
録
の
撮
り
方
、
映
画

　

撮
影
の
構
成
な
ど
か
ら
自
己
表

　

現
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
市
民

　

活
動
を
効
果
的
に
P
R
す
る
方

　

法
を
学
び
ま
す
〜

　

第
２
部　

実
技

　

「
Ｐ
Ｒ
資
料
製
作
を
体
験
し
て

　

み
よ
う
」

　

〜
実
際
の
写
真
を
並
べ
変
え
て

　

P
R
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

　

を
体
験
し
ま
す
百
聞
は
一
見
に

　

し
か
ず
。
１
０
０
倍
の
P
R
効

　

果
を
体
験
し
よ
う
〜

主
催

　

新
城
市

運
営

　

し
ん
し
ろ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

企
画
課　
　

23‐7
6
2
1　
　

23‐7
2
9
6　
　

kikaku@
city.shinshiro.lg.jp

し
ん
し
ろ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　

23‐7
4
0
1　
　

23‐7
4
0
1　
　

saposen@
tees.jp

平
成
23
年
度
　
新
城
市
市
民
活
動
講
座

【
ど
す
ご
い
交
流
会
と
は
】

　

東
三
河
５
市
で
活
動
す
る
市
民

活
動
団
体
が
交
流
を
深
め
る
た
め

に
集
ま
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
団
体
だ
け
で
な
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
方
も
い
っ
し
ょ

に
参
加
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
市
民
活
動
に
触
れ
る
良

い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

お
お
む
ね
こ
う
す
け

た
け

だ

と
し
ひ
ろ
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新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

 

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会

委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選
挙
に

よ
る
委
員
20
人
、
市
議
会
、
農
業

団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
選
任
委

員
６
人
の
計
26
人
の
委
員
が
新
た

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
10
月
30
日
か
ら
平
成
26

年
10
月
29
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。　

会　

長

  　

 　

  　
　

 

今

村
　

勉

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　

 

今

泉

昭

俊

選
挙
委
員
（
新
城
地
区
）　
　

石　
　

田　
　

櫻

井

康

雄

大
野
田         

小
野
田
數
俊

豊　
　

島　
　

今

泉

忠

雄

富　
　

永　
　

森

田

尚

登

須　
　

長　
　

磯

原

直

樹

浅　
　

谷　
　

天

野

泰

次

吉　
　

川　
　

菅

野

静

夫

中
宇
利　
　

   

安

形

満

男

富
岡
中
部　
　

安

形

隆

男

庭　
　

野　
　

安
形
壽
美

選
挙
委
員
（
鳳
来
地
区
）　
　

塩　
　

瀬　
　

今

泉

昭

俊

四　
　

谷　
　

小

山

舜

二

柿　
　

本　
　

内

山

博

文

本　
　

久　
　

石

野

安

民

大　
　

野　
　

大
　

敏

幸

名　
　

越　
　

池

田

定

利

選
挙
委
員
（
作
手
地
区
）　
　

守　
　

義　
　

竹

下

鎭

吉

明　
　

和　
　

大

石

巳

郎

市　
　

場　
　

生

田

稲

生

田　
　

代　
　

鈴

木

眞

憲

選
任
委
員
（
議
会
推
薦
）　
　

東
新
町　
　

荻

野

紀

子

紺　
　

西　
　

松

井

清

子

菅　
　

沼　
　

城

所

清

美

選
任
委
員
（
農
業
団
体
推
薦
）

愛
知
東
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　

河

合

勝

正

新
城
市
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　

今

村
　

勉

東
三
河
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　
　

小

山

嘉

之

農
業
課　
　
23
‐
7
6
3
3

市
職
員
募
集（
民
間
企
業
等
経
験
者・法
科
大
学
院
修
了
者
）

人
事
課　
　
23
‐
7
6
1
9

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　

11
月
17
日
㈭
か
ら

　

人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　

市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　

12
月
12
日
㈪
〜
19
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　

人
事
課

第
一
次
試
験

　

平
成
24
年
１
月
16
日
㈪

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

作
文
試
験
、
適
性
検
査
、
自
己

　

Ｐ
Ｒ

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
（
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度（
平
成
24
年
４
月
１
日
）採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

職

種

な

ど

人　

員

受
験
資
格
（
年
齢
・
学
歴
・
免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
平
成
24
年
３
月
末
現
在

35
歳
以
下
で
、
11
月
末
ま
で
に
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る

職
務
経
験
が
5
年
以
上
あ
る
方
で
、
採
用
後
そ
の
経
験
が

生
か
せ
る
方

40
歳
以
下
で
、
11
月
末
ま
で
に
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る

土
木
・
建
築
・
電
気
に
関
す
る
職
務
経
験
が
連
続
し
て
5

年
以
上
あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
採

用
後
そ
の
経
験
が
生
か
せ
る
方

・
土
木
施
工
管
理
技
士
（
１
級
ま
た
は
２
級
）

・
建
築
士
（
１
級
ま
た
は
２
級
）

・
電
気
主
任
技
術
者
（
１
種
ま
た
は
２
種
）

35
歳
以
下
で
、
法
科
大
学
院
（
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準

（
平
成
15
年
3
月
31
日
文
部
科
学
省
令
第
16
号
）
第
18
条

に
規
定
す
る
専
門
職
大
学
院
）
修
了
者
ま
た
は
平
成
24
年

3
月
31
日
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
方

民
間
企
業
等
経
験
者

一
般
行
政
職
（
事
務
）

民
間
企
業
等
経
験
者

一
般
行
政
職
（
技
術
）

法
科
大
学
院
修
了
者

一
般
行
政
職
（
事
務
）

若
干
名

若
干
名

若
干
名

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

ま
し
ゅ
＆
Ｋ
ｅ
ｉ
公
演

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

市
文
化
協
会

　

23
‐
7
6
5
6

新
春
文
化
行
事

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭

２
０
１
１

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

〜
歌
う
た
い
の
つ
ぶ
や
き
〜

　

12
月
11
日
㈰　

午
後
２
時

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー　

　
（
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内
）

　

大
人　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

小
中
学
生　
　

１
，
０
０
０
円

出
演

　

Ｌ
ｕ
ｎ
ａ（
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル
）

　

大
石　

学
（
ピ
ア
ノ
）

　

米
木
康
志
（
ベ
ー
ス
）

　

平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

市
民
初
釜
茶
会

　

文
化
会
館
和
室
（
桜
の
間
・
松

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

【
に
こ
に
こ
】

第
8
回

　

12
月
22
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

作
手
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

※
作
手
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合
同
で

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

　

12
月
10
日
㈯　

午
後
２
時

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

音
楽
的
道
化
師
の
パ
フ
ォ
ー
マ

　

ン
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

前
売
り
券
（
全
席
自
由
）

　

•
親
子
券（
一
般・中
学
生
以
下

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

無
料

　

参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　

で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

★出前セミナー開催中★★東三河あんしんネット開設★
♥田舎暮らし、環境対策、高齢者見守り等の社会的ビジネスをサポート!

　
　

セ
ッ
ト
）　

１
，
０
０
０
円

　

•
一
般　
　
　
　
　

８
０
０
円

　

•
中
学
生
以
下　
　

４
０
０
円

　

前
売
り
券
は
文
化
会
館
や
文
化

　

課
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま   

　

す
。

観
来
館
12
月
の
展
示

「
大
野
書
道
ク
ラ
ブ
作
品
展
」

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
実
用
の
書
や

か
な
な
ど
を
勉
強
し
て
い
る
大
人

が
中
心
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
作
品
に
し

て
展
示
し
ま
す
。

　

12
月
1
日
㈭
〜
25
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
25
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
月
・
火
曜
日
お
よ
び

　

12
月
28
日
㈬
〜
平
成
24
年
１
月 

　

３
日
㈫

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

　

の
間
）

　

３
，０
０
０
円

※
前
売
券
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。

券
取
り
扱
い
・
茶
華
友
の
会

　

23
‐
３
２
６
６
（
今
泉
）

初
生
け
会

　

文
化
会
館
３
０
２
講
習
室

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1

「
新
城
市
城
山
周
辺
の
岩
石
」

　

12
月
4
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

城
山
周
辺（
山
吉
田
地
内
）

　

市
役
所
、鳳
来
総
合
支
所

　

博
物
館
学
術
委
員（
地
学
分
野
）

　

35
人（
バ
ス
利
用
）

　

1
’5
0
0
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物

　

野
外
観
察
、
山
歩
き
が
で
き
る

　

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

hri-hakubutukan1@
city.shi

nshiro.lg.jp

（元回転ずしどんぐり隣）

※
敬
称
略

お
お
い
し
　
　
ま
な
ぶ

よ
ね

き
　や
す

し

さ
く
ら
　
　
　
い
　
　
　
や
す
　
　

お

　お
　
　
　の

だ
　

か
ず

と
し

い
ま

　
い
ず
み
　

た
だ
　
　
お

も
り
　
　
　
た
　
　

な
お
　
　

と

い
そ
　

は
ら
　
　
な
お
　
　
き

あ
ま
　
　
の
　
　
た
い
　
　
じ

す
が
　
　

の
　
　

し
ず
　
　
お

　
あ
　
　
が
た
　
　み
つ
　
　
お

　
あ
　
　

が
た
　
　
た
か
　
　

お

　
あ
　
　
が
た
　
　
す
　
　
み
　
　
れ

　こ
　
　

や
ま
　
　
し
ゅ
ん
　
　
　
じ

う
ち
　
　
や
ま
　
　
ひ
ろ
　
　
ふ
み

い
し
　
　

の
　
　
　や
す
　
　
た
み

お
お
　

は
し
　

と
し
　
　
ゆ
き

い
け
　
　
だ
　
　
さ
だ
　

と
し

お
ぎ
　
　
の
　
　
　
と
し
　
　
こ

ま
つ
　
　
い
　
　

き
よ
　
　

こ

　き
　
　
ど
こ
ろ
　
　
　き
よ
　
　
　み

か
わ
　
　

い
　
　

か
つ
　
　
ま
さ

い
ま
　
　
む
ら
　
　
　
　
　
　
つ
と
む

　
こ
　
　
　や
ま
　
　
よ
し
　
　
ゆ
き

い
ま
　
　
い
ず
み
　
　
あ
き
　
　
と
し

た
け
　
　
し
た
　
　
し
ず
　
　
よ
し

お
お
　

い
し
　
　
　し
　
　

ろ
う

い
く
　
　
た
　
　

い
な
　
　
　
お

す
ず
　
　

き
　
　
ま
さ
　
　
の
り

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

い
ま
　
　
む
ら
　
　
　
　
　
　
つ
と
む

い
ま
　
　
い
ず
み
　
　
あ
き
　
　
と
し
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至
長
篠

至
一
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荒井
●
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●

ココ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

新城市能登瀬壱輪２３－１　TEL３２－２１２２
http://www.sanyurin.jp/yuyu/

広
告

広
告

●募集●そのほか
　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対

象
に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本

操
作
、
簡
単
な
文
書
作
成
な
ど

を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

　

12
月
17
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
5
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
1
，0
5
0
円
を 

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

11
月
21
日
㈪
〜
12
月
８
日
㈭

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

23
‐
7
6
1
2

　

23
‐
2
0
0
2

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
12
月
分
〕

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務

す
る
講
師
の
募
集

地
域
づ
く
り
活
動
用
の
映
写
・

記
録
機
器
を
貸
し
出
し
ま
す

下
水
道
を
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

joho@
city.shinshiro.lg.jp

siea@
tees.jp

児
童
課　

 　

23
‐
7
6
2
2

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

地
域
振
興
課　
32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課　

37
‐
2
2
7
9

議
事
調
査
課

　

23
‐
7
6
5
7

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

★Xmasディスプレー　イルミネーション　
☆ちびっこクリスマスプレゼント
　１２月２５日(日） 　９時から　１００名様限定
★オカリナ＆ギターコンサート
　１２月１１日（日）　１４時から館内において演奏　
☆ぜんざいプレゼント
　毎週日曜日１１時から　１００食限定　　　

鳳来ゆ～ゆ～ありいな
日帰り温泉、スポーツ施設（プール、トレーニング）

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

市
国
際
交
流
協
会

　

23
‐
7
7
8
3

新
城
保
健
所
総
務
企
画
課

　

22
‐
2
2
0
3

企
画
課  　
23
‐
7
6
2
0

商
業・法
人
登
記
事
務
の
法
務
局

取
扱
支
局
が
平
成
24
年
1
月
30

日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す

行
政
課  　

23
‐
7
6
1
3

下
水
道
課　
　
23
‐
7
6
4
4

　

市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動

や
公
益
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

映
像
機
器
、
記
録
機
器
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

貸
出
備
品

•
映
写
機
器（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

　

ス
ク
リ
ー
ン
、パ
ソ
コ
ン
）

•
記
録
機
器
（
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ

　

カ
メ
ラ
、I
C
レ
コ
ー
ダ
ー
）　

貸
出
期
間

　

5
日
以
内

　

行
政
区
、子
ど
も
会
、老
人
ク
ラ

　

ブ
な
ど
の
地
域
活
動
団
体
、
お

　

よ
び
市
内
の
市
民
活
動
団
体
が

　

公
益
的
な
事
業
を
行
う
場
合

　

利
用
日
１
カ
月
前
か
ら
１
週
間

　

前
ま
で
に
申
請
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
企
画
課
へ
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
が
重
な
っ 

　

た
場
合
は
、申
請
順
と
な
り
ま
す
）

※
申
請
書
は
企
画
課
、
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
（
８
〜
11
月

分
）
を
12
月
９
日
㈮
に
振
り
込
み

ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
児

　

童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
議
会
12
月
定
例
会
の
様
子
を
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
す
。

放
送
日

　
12
月
８
日
㈭
一
般
質
問

　
12
月
９
日
㈮
一
般
質
問

　
12
月
12
日
㈪
一
般
質
問（
予
備
日
）

　

い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

県
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

ご
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。地
域
や
職
場
で
認
知
症

の
方
や
ご
家
族
を
温
か
く
見
守
り

応
援
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

下
水
道
の
誤
っ
た
使
い
方
は
、

今
後
よ
り
一
層
の
複
雑
高
度
化
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務

し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学

　

校
教
員
免
許
を
所
有
す
る
方

　

市
内
に
は
９
０
０
人
近
く
の
外

国
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
市
国
際

交
流
協
会
で
は
日
本
語
が
分
か
ら

ず
、
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

日
本
語
を
学
ぶ
た
め
の
「
日
本
語

教
室
」
を
来
年
４
月
に
開
講
で
き

る
よ
う
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
「
日
本
語
教
室
」
に

は
日
本
語
を
教
え
る
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
外
国
人
の
方
に
、
日
本

語
で
日
本
語
を
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
「
日
本
語
教
室
実
践
講
座
」
を

12
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。
外
国
人

認
知
症
等
普
及
啓
発
地
域

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
語
教
室
実
践
講
座

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

0536-23-2211
新城市杉山字大東２３-６　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｋａｇｕｒａ-ｗａｎｉ＠ａｉｒ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

FAX0536-23-7331

☆毎月5日・15日・25日はポイント2倍デー☆
25㈮2６㈯2７㈰完全予約限定の絶品・日本酒

早朝搾ったばかりの生酒を、
その日の晩酌に飲んでいただこうという、

超 ! 贅沢な企画です。

（注）ラベルは今年のものです

毎月第4週の金・土・日は

ご予約受付開始

●発売日●
平成24年2月4日㈯

　毎年立春(２/４)の早朝に田口
までお酒を搾りに出かけます。
　蔵元近くの神社の神主様に1
年間の無病息災を祈祷していた
だき持ち帰ってくるお酒です。

1.6８０円

11月特売日

720㎖
〈超!新鮮〉

無理のない範囲で、ご協力をお願いします。

暮らしの中でできる、節電のイロハ。

○アコン ○いぞうこ

○イト ○でん

エコにもつながる設定温度。
冷房・暖房、ひかえめに。

れいきのキープは、少なく短い
開閉と中身の整理整頓で。

ランプは省エネ製品に。
いらないときは、こまめにオフ。

かくにんしよう、電源プラグ。
使わないなら抜いておく。

エ れ

ラ か

と
の
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

12
月
17
日
㈯
、
平
成
24
年
１
月

　

21
日
㈯
、
２
月
４
日
㈯
、
２
月

　

18
日
㈯

　

午
後
２
時
か
ら
２
時
間
程
度

　

市
役
所
東
庁
舎
会
議
室

　

米
勢
治
子
氏
（
東
海
日
本
語

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
）

　

教
室
立
上
げ
ま
で
に
必
要
な
こ

　

と
・
活
動
方
法
を
考
え
る
・
実

　

践
活
動
①
・
実
践
活
動
②

　

外
国
籍
住
民
と
の
交
流
に
興
味

　

を
お
持
ち
の
方

　

10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
電

　

話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
お
知
ら

　

せ
く
だ
さ
い
。

受
講
に
当
た
っ
て
の
注
意

　

こ
の
講
座
は
教
養
を
目
的
と
し

　

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。受

　

講
後
に
日
本
語
教
室
で
活
動
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
で

　

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

る
会
社
法
制
そ
の
ほ
か
の
法
人
法

制
に
対
し
て
、
適
正
・
迅
速
に
事

務
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
商
業
・
法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
名
古
屋
法
務
局
新

城
支
局
で
取
り
扱
っ
て
い
た
商

業
・
法
人
登
記
事
務
は
、
平
成
24

年
１
月
30
日
㈪
か
ら
名
古
屋
法
務

局
岡
崎
支
局
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
商
業
・
法
人
の
登
記
に
係
る
登

　

記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書

　

の
交
付
事
務
（
動
産
・
債
権
譲

　

渡
登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項

　

証
明
書
の
交
付
事
務
を
含
む
）

　

は
、
新
城
支
局
で
も
引
き
続
き

　

取
り
扱
い
ま
す
。

②
商
業
・
法
人
登
記
の
申
請
、登
記

　

事
項
証
明
書
及
び
印
鑑
証
明
書

　
の
請
求
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請　

（http://www.touki-kyoutaku-net.

　

m
oj.go.jp/

）や
郵
送
申
請
に
よ
っ

　

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
新
城
支
局
で
交
付
さ
れ
た
印
鑑

　

カ
ー
ド
は
、
い
ず
れ
の
登
記
所
で

　

も
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

④
新
城
支
局
に
お
け
る
会
社
法
人

　

番
号
は
、
取
扱
庁
の
変
更
に
よ

　

り
新
た
な
番
号
に
変
更
さ
れ
る

　

た
め
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

施
設
の
故
障
の
原
因
と
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
自
然
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
に
よ

り
、
公
共
水
域
を
長
期
に
わ
た
っ

て
守
っ
て
い
く
た
め
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
ご
み
や
油
は
流
さ
な
い
！

　

排
水
口
へ
流
れ
込
む
と
、
管
が

詰
ま
り
悪
臭
の
原
因
に
な
る
の

で
、出
た
ご
み
や
油
は
、燃
え
る
ご

み
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
洗
ト
イ
レ
は
溶
け
る
も
の
を
！

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
水
に

溶
け
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の

（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）は
溶
け
に
く

く
詰
ま
る
原
因
と
な
る
の
で
、
流

す
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
ま
す
の
近
く
に
植
樹
し
な
い
！

　

汚
水
ま
す
や
排
水
管
の
近
く
へ

の
植
樹
は
や
め
ま
し
ょ
う
。樹
根
が

成
長
す
る
に
つ
れ
、ま
す
や
管
に
接

触
し
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

わくわく年末イベント♪

激安特売日蓬莱泉・立春朝搾り

　

①
基
調
講
演
「
認
知
症
ケ
ア
の

　

基
礎
知
識
〜
認
知
症
介
護
こ
ん

　

な
時
ど
う
す
る
？
〜
」

　

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
症
の

　

人
と
の
付
き
合
い
方
〜
や
さ
し

　

く
付
き
合
う
た
め
に
〜
」

　

福
祉
村
病
院

　

副
院
長　

伊
苅
弘
之
氏

　

ど
な
た
で
も

　

２
０
０
人（
申
し
込
み
順
）

　

無
料

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ 

　

い
。名

古
屋
法
務
局
新
城
支
局

　

22
‐
０
４
３
７

名
古
屋
法
務
局
岡
崎
支
局

　

０
５
６
４
‐
52
‐
６
４
１
５

よ
ね

せ

は
る

こ

い
か
り
ひ
ろ
ゆ
き

お酒は二十歳を過ぎてから
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「前へ！－東日本大震災と戦った無名戦
士たちの記録」
麻生幾／著　新潮社
　原発や被災地の惨
状にすくみながらも、
目の前の命を救うため
にただひたすら「前
へ」進んだ自衛隊員
や警察官、消防隊員
や国土交通省の役人
ら無名戦士たちの感動の記録です。
「うたこさん」
植垣歩子／著　佼成出版社
一人暮らしの老女・
うたこさんが朝起きて
こないので、心配し、
風邪だよとおかゆを作
る台所の食器や道具
たち…。その姿やお
しゃべりがとてもかわ
いらしく、うたこさんへ
の愛情も感じられて、
何ともほほえましい絵本です。

　12月28日㈬から平成24年1月3日㈫
までの間、休館します。本の返却
は、図書館玄関左手のブックポスト
または鳳来・作手各総合支所にある
ブックポストへお願いします。(付録
のＡＶ資料はいたみますので避けて
ください)

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。
後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊まで
鳳来・作手各総合支所へ届けます。

新城図書館　 23‐2333    24‐3415

●そのほか

年末年始の休館について

　12月13日㈫から27日㈫までを特別
貸出期間とします。期間中は、一人
15冊まで3週間借りることができま
す。

年末年始特別貸出について

新城図書館のご案内
開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

防
災
対
策
課

　
22
‐
4
8
0
4

　
　22
‐
4
8
2
1

bosai@
city.shinshiro.lg.jp

おすすめ本とあわせてご利用ください。
クリスマス・年始向けの本を特集します

おすすめ本の紹介おすすめ本の紹介

新
城
警
察
署
だ
よ
り

新
城
警
察
署
　

　
22
‐
0
1
1
0

•
12
月
１
日
㈭
か
ら
20
日
㈫
ま
で

　

の
20
日
間
、「
年
末
の
安
全
な
ま

　
ち
づ
く
り
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

　

す
。

•
12
月
１
日
㈭
か
ら
10
日
㈯
ま
で

　

の
10
日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全

　
県
民
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
機
会
に
も
う
一

度
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
防
犯

や
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
、
ご
家
庭

　

大
地
震
が
発
生
し
た
時
、
恐
ろ

し
い
の
は
、
身
近
な
家
具
や
ガ
ラ

ス
が
凶
器
と
な
り
死
亡
、
負
傷
す

る
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
時
の
家
具
転
倒

な
ど
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家
具

転
倒
防
止
用
具
支
給
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

１
世
帯
に
つ
き
家
具
３
台
ま
で

　

の
転
倒
防
止
用
具
の
支
給
、
取

　

り
付
け

　

市
内
に
居
住
す
る
次
の
い
ず
れ

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

家
具
転
倒
防
止
用
具
支
給
事
業

コ
ス
モ
ス
の
小
径
で
元
気
よ
く

三
遠
道
路
開
通
前
記
念
イ
ベ
ン
ト

キャンドルナイト新城

　新城幼稚園の年長園児44人が、富岡地
内の“コスモスの小怪”を訪れました。
園児たちは、30万本の揺れるコスモスの
中を満面の笑顔で走り回り、楽しいひと
時を過ごしました。

　平成２３年度に三遠南信自動車道三遠道
路の供用開始が予定されています。皆さ
んに三遠南信地域の交流を深めていただ
くため、「三遠道路開通前記念イベント」
が開催されました。鳳来東小学校児童の
ファンファーレで始まり、さまざまな催
しものが花を添えました。

　今年も文化会館はなのき広場で「キャンドルナ
イト新城」が開催されました。市内幼・保育園児
によるたくさんの作品が並び、多くの人で賑わい
ました。また、ペットボトルの中に入った2,200個
のろうそくがやさしく揺れていました。

10月21日金 10月23日日

現場ガイドツアー

よさこいダンスパフォーマンス

　

か
に
該
当
す
る
世
帯

•
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

•
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
の

　

障
害
者
を
有
す
る
世
帯

•
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
要

　

介
護
認
定
で
要
介
護
度
３
以
上

　

の
者
を
有
す
る
世
帯

•
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

　
制
度
に
基
づ
く
登
録
台
帳
の
登

　

録
者
を
有
す
る
世
帯

　

無
料

　
「
家
具
転
倒
防
止
用
具
支
給
申

　

請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

防
災
対
策
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
用

　

紙
な
ど
は
福
祉
課
で
も
受
け
取

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
支
給
は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限 

　

り
で
す
。す
で
に
支
給
を
受
け

　

て
い
る
世
帯
は
対
象
外
と
な
り

　

ま
す
。

•
ア
パ
ー
ト
な
ど
賃
貸
物
件
に
家

　

具
を
固
定
す
る
場
合
は
、
家
主

　

な
ど
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

や
地
域
で
話
し
合
い
、
考
え
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

駐
車
場
内
で
の
交
通
事
故
が
多
発

〜
車
両
後
退
（
バ
ッ
ク
）
時
に
ご
注

意
を
〜

　

新
城
警
察
署
管
内
で
の
交
通
事

故
の
特
色
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
・

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
駐
車
場
内
に
お

け
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

　

事
故
の
形
態
と
し
て
は
、
買
い

物
な
ど
を
終
え
車
両
後
退
（
バ
ッ

ク
）
す
る
際
に
、
ほ
か
の
車
両
や

歩
行
者
と
衝
突
す
る
と
い
う
事
例

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

車
を
運
転
す
る
際
に
は
、
駐
車

場
内
で
あ
っ
て
も
前
後
左
右
を
十

分
確
認
し
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
加
害
者
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
に
、
検
察
審
査
会

が
あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
内
）

　
0
5
3
2
‐
52
‐
3
2
8
3

10月29日土

あ そう いく

うえがきあゆ こ

さ

ぎ

こ み ち
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社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

12
月
13
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

12
月
18
日
㈰　

午
前
実
施

　
（
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施
）

　

胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

　

大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　

行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
，
３
０
０
円

　
　
（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　

８
０
０
円

　

大
腸
が
ん      　
　

３
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

５
０
０
円

　

12
月
22
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

12
月
14
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
11
時

　

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
発

　

達
・
発
育
・
育
児
に
つ
い
て
心

　

配
な
こ
と
が
あ
る
方
に
、
心
理

　

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
行

　

い
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
直
接
予
約
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
な
ど
住
所
の
確
認
が
で

　

き
る
も
の

「
う
つ
ら
な
い
」
、

「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
に
！

◇
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
い
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

◇
せ
き
、
く
し
ゃ
み
は
、
口
と
鼻

　

を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

◇
せ
き
が
出
る
と
き
は
、
マ
ス
ク

　

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

　

良
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 シリーズ第54話

市民病院総務課　　23‐7852

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
っ
て
何
？

　

皆
さ
ん
の
中
に
、
い
つ
も
口
が
渇

い
て
小
さ
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち

歩
い
て
い
る
方
は
い
ま
す
か
？
そ
れ

は
、
き
っ
と
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス（
口
腔
乾

燥
症
）
に
悩
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
患
者
さ
ん

は
、
日
本
に
お
よ
そ
８
０
０
万
人
い

る
と
推
定
さ
れ
、
性
別
で
は
特
に
女

性
に
多
い
病
気
で
す
。

　

唾
液
は
１
日
に
約
１
〜
１
·
５
リ

ッ
ト
ル
分
泌
さ
れ
る
が
、
ド
ラ
イ
マ

ウ
ス
に
な
る
と
、
こ
の
唾
液
の
分
泌

量
が
著
し
く
減
っ
て
し
ま
い
、
口
の

中
が
乾
燥
し
ま
す
。症
状
と
し
て
は
、

口
や
喉
の
渇
き
が
現
れ
、
絶
え
ず
潤

い
の
足
り
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

舌
や
口
の
粘
膜
が
ひ
び
割
れ
て
痛
く

な
っ
た
り
、
出
血
し
た
り
し
ま
す
。放

置
す
る
と
、口
臭
が
強
く
、歯
周
炎
が

ひ
ど
く
な
り
、
虫
歯
が
で
き
や
す
く

な
っ
た
り
、
口
に
カ
ビ
が
生
え
た
り

し
ま
す
。

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
原
因

　

原
因
に
は
、
薬
物
、
加
齢
、
全
身
疾

患
、食
生
活
、ス
ト
レ
ス
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

薬
物
は
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
大
き
な

原
因
の
一
つ
で
、
薬
物
の
８
割
が
口

腔
乾
燥
を
引
き
起
こ
す
と
警
告
す
る

学
者
が
い
ま
す
。特
に
睡
眠
薬
、抗
う

つ
薬
と
い
っ
た
向
精
神
薬
に
よ
く
起

こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
唾
液
腺
の

萎
縮
す
る
割
合
は
、女
性
に
多
く
、こ

れ
は
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
が
女
性
に
多
い

一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
身
疾
患
に
は
、
自
己
免
疫
疾
患

で
あ
る
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
病
気
は
女
性
が

男
性
の
約
10
倍
と
い
う
高
い
確
率
で

発
症
し
、
唾
液
腺
が
機
能
不
全
を
起

こ
し
ま
す
。ほ
か
に
ミ
ク
リ
ッ
ツ
病

と
い
う
唾
液
腺
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ

れ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
で
は
、
し
っ
か
り
と
食

べ
物
を
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
唾
液
は

分
泌
さ
れ
、最
近
は
、あ
ま
り
噛
ま
な

く
て
も
済
む
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

の
割
合
が
高
く
、
こ
の
た
め
現
代
人

は
、
唾
液
の
分
泌
量
が
従
来
よ
り
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、口
で
呼
吸
を
す
る
方

は
、
そ
の
生
活
習
慣
が
ド
ラ
イ
マ
ウ

ス
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。例
え
ば
、夜

間
に
口
で
呼
吸
を
し
て
い
る
方
は
、

朝
起
き
る
と
口
の
中
が
乾
燥
し
て
い

ま
す
。

　

日
常
生
活
で
は
、
ス
ト
レ
ス
が
病

状
を
悪
化
さ
せ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。す
な
わ
ち
、
ス
ト
レ
ス
、
緊
張

に
よ
っ
て
、
交
感
神
経
が
極
端
に
刺

激
さ
れ
、唾
液
の
分
泌
が
止
ま
り
、口

の
中
が
パ
サ
パ
サ
に
な
っ
て
、
ド
ラ

イ
マ
ウ
ス
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
治
療
法

　

身
近
で
で
き
る
こ
と
は
、
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。食

事
で
は
、お
酢
、梅
干
、レ
モ
ン
、ク
エ

ン
酸
な
ど
、
唾
液
分
泌
を
促
進
す
る

食
べ
物
を
多
く
取
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、ス
ト
レ
ス
を
避

け
、
小
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ

う
。キ
シ
リ
ト
ー
ル
の
ガ
ム
も
お
勧

め
で
す
。口
呼
吸
を
す
る
方
に
は
、ガ

ー
ゼ
が
保
湿
さ
れ
た
マ
ス
ク
が
市
販

さ
れ
て
お
り
、
試
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。耳
下
腺
、顎
下
腺
な

ど
の
唾
液
腺
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

薬
局
店
に
出
か
け
る
と
ド
ラ
イ
マ

ウ
ス
対
策
グ
ッ
ズ
が
多
く
あ
り
ま

す
。薬
用
ト
ロ
ー
チ
、
の
ど
飴
、
口
腔

内
保
湿
ジ
ェ
ル
、
含
嗽
剤
も
さ
っ
ぱ

り
と
味
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。治
療

用
の
軟
膏
、
粘
稠
な
唾
液
を
分
解
す

る
喀
痰
溶
解
剤
、
漢
方
薬
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
専
門
的
に
な
れ
ば
、保
湿

用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、
唾

液
腺
ホ
ル
モ
ン
剤
、
人
工
唾
液
ス
プ

レ
ー
、
唾
液
分
泌
促
進
薬
な
ど
を
処

方
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ド
ラ
イ
マ

ウ
ス
の
方
は
、
一
度
歯
科
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
と
は

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

12
月
８
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
交
流
会

　

生
後
６
カ
月
未
満
の
乳
児
と
そ

　

の
家
族

　

15
組

　

バ
ス
タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
、
母

　

子
健
康
手
帳

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

し
あ
わ
せ
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

                              

（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

幼
児
心
理
相
談
（
要
申
込
）

ほのか診察室ほのか診察室

注
意
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　

市
内
の
委
託
医
療
機
関

　

今
年
度
中
学
１
年
生
相
当
と

高
校
３
年
生
相
当
の
年
齢
の
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
４
月
に
封
書

で
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
冬

休
み
な
ど
を
利
用
し
忘
れ
ず
に

期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。（
詳

し
く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

　

実
施

　

第
３
期

　

平
成
10
年
４
月
２
日
生
〜

　

平
成
11
年
４
月
１
日
生　

　

第
４
期

　

平
成
５
年
４
月
２
日
生
〜

　

平
成
６
年
４
月
１
日
生

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

必
ず
事
前
に
医
療
機
関
へ
予

　

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
に
限
り
、
高
校
２
年

　

生
相
当
の
年
齢
で
修
学
旅
行

　

や
学
校
行
事
で
渡
航
す
る
予

　

定
の
方
も
接
種
で
き
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各

　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
で
の
が
ん
検
診

（
要
申
込
）

市民病院
　歯科口腔外科部長

　　　　堀内隆作

バリウムによる検査
1,000円

1,000円
（40歳代の方は
１．１００円）

12月24日（土）
まで

新城地区：今泉病院・高木内科医院
　　　　　ちさと医院・茶臼山厚生病院
　　　　　のだクリニック・むらまつ内科
　　　　　市民病院  
鳳来地区：静厳堂医院・ながしのクリニック
　　　　　星野病院・宮本病院
作手地区：作手診療所 

　　　　　荻野医院
　　　　　市民病院
　　　　　市民病院
　　　　　※平成24年１月分までの予約は
　　　　　　すでにいっぱいです。

検診科目 実施医療機関検診期間自己負担金検診内容

胃がん

いずれも
平成２４年
3月31日（土）
まで

子宮がん 子宮頸部の細胞診

マンモグラフィーと視触診
（40歳代の方は二方向の撮影）乳がん

が
ん
そ
う
ざ
い

ね
ん
ち
ょ
う

な
ん
こ
う

か
く
た
ん

ぶ
ん
ぴ
つ

けい

の
ど

し
っ

い

し
ゅ
く

か
ん

だ

え
き

ほ り う ち りゅうさ く



25 2011.12 242011.12

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、

皆
さ
ん
か
ら
の
耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　八名小学校が創立50周年記念誌を発刊しまし
た。子どもたちが八名を大好きになるようにと
の願いを込めて編集されています。学区の協力
を得て、全職員が１年がかりで取材、執筆しま
した。授業でも使う副読本として、八名学区の
三宝（人、自然、歴史・文化）などすべてを網
羅してあり、大人でも読み応えのある郷土読本
となっています。
記念誌の特徴
•Ｂ５版　全２６０ページ　オールカラー　　
•厳選した８００枚の写真を掲載。学術委員の指
　導で植物や岩石，昆虫写真も豊富。
•初めて公表された歴史的価値のある資料や写
　真が多く，郷土史家からも絶賛されている。
限定販売
•約１００冊（先着順）・1冊　１，５００円

20周年記念講演
鉄砲を語る徹底対談
「設楽原と火縄銃」
　12月10日（土）
　午後1時
　東郷中学校体育館
　小和田哲男
　（静岡大学名誉教授）
　宇田川武久
　（国立歴史民俗博物館名誉教授）
　無料
　長篠・設楽原鉄砲隊の歩み
　の写真も展示します。
記念火縄銃演武
　午後3時
　馬防柵再現地

応募資格
　中学校卒業程度の学力を有
　する30 歳以下（平成 24 年３
　月卒業見込みを含む）
訓練科・期間・募集定員
　木造建築科・２年・20 人
募集期間
　11月14日㈪～平成 24 年１月
　12日㈭
選考日
　平成 24 年１月20 日㈮
申込方法
　入校願書を高等技術専門校
　へ直接、または居住地を管
　轄する公共職業安定所を経
　由して提出してください。

応募資格
　当校へお問い合わせください
訓練科 ( 各１年 )
•情報システム科•OAビジネス科
•CAD設計科 (機械コース・
　建築コース)
•デザイン科（Web コース・D
　TPコース）
•総合実務科（知的障がい者
　対象訓練）
募集期間
　11月10日㈫～１２月１６日（金）
※ただし、総合実務科のみ１１
　月２５日（金）
申込方法
　入校願書および健康診断書   
　を、居住地を管轄する公共職
　業安定所を経由して、愛知障
　害者職業能力開発校へ提出
　してください。

　自衛隊では、陸上自衛隊高
等工科学校生徒の男子の採用
試験を行います。
陸上自衛隊高等工科学校生徒
試験日
　平成２４年１月１４日（土）　
応募資格
•１５歳以上１７歳未満の男子
•中学校卒業者または中等教
　育学校の前期課程修了者　
　（平成２４年３月に中学校卒業
　または中等教育学校の前期
　課程修了見込みの者を含む）
※平成２４年４月１日現在
受付期間
　１１月１日（火）～平成２４年１月
　６日（金）

鳥獣害対策室　　 　　　　　 23‐7672

八名小学校　 
　26‐0043

新城設楽農林水産事務所
新城設楽農業改良普及課　    23‐2111シ カ 対 策

　秋から冬にシカの姿を見かける機会が多くな
ります。シカの生態を理解して、しっかり防除し
ましょう。
（１）生態
•シカは雑木林がある山里に生息していますが、
　林縁部から 200m以上は離れず、行動圏は 0.5
　～ 2ｋ㎡で同じ場所に定着し日没とともに餌場
　に移動し行動しています。
　普段は林の中でアセビ、シキミなどの毒草以
　外の樹木の葉、草、ドングリなどほとんどの
　草木・実をエサとして1日約3kg食べます。今
　の時期には稲刈り後に生えるヒコバエを食べ
　に農地を餌場とし活動をします。
　シカは生息する場所に定着することから農地
　へ出没するシカは同じ固体が出ており、エサ
　のある限りどんどん増加します。
（２）対策
•防除方法として、電気柵、防護ネットなどを
　効率的に使うことで侵入を防ぐことができま
　す。
　電気柵はリボンワイヤーなどシカが確認しや
　すい物を高さ 1.5m、4段張りにします。
　防護ネットはシカの角が絡まるのを防ぐため、

　15cm以下のものでステンレス線が入った網
　を高さ2ｍ以上確保すると効果的です。
•シカはあえて柵を乗り越えようとはしません。
　柵の下の隙間から膝を折って侵入しようとし
　ますので、高さを気にしすぎて下があいてい
　ると侵入されてしまいます。
•電気柵・防護ネットなどの管理には外側に通
　路を設け、ほ場の境界でなく管理しやすいよ
　うに囲いましょう。
•シカは草の新芽を好物としています。山林の
　下草は冬枯れでエサが少なくなるためエサ
　（緑草）の多い集落周辺に降りてきます。8
　月と12月に除草を行うことで下草は冬枯れ状
　態になります。集落周辺のエサを減らすため
　に土手などの草刈は9月から12月はなるべく
　行わないようにしたり、稲刈り後のヒコバエ
　は速やかに耕起することによりエサを減らす
　ことができます。
•シカ対策も個々の対策だけでは効果がないの
　で、集落ぐるみで取り組みましょう。集落ぐる
　みで取り組むためには、正しい知識や情報の
　共有が必要です。まずは集落皆で学習会から
　始めましょう。

旧
陸
軍
参
謀
本
部
編
集
官

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

〔
よ
こ
い
た
だ
な
お
〕

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　

皆
さ
ん
は
、
豊
川
市
市
田
赤
塚
山
公

園
に
あ
る
鳥
居
強
右
衛
門
顕
彰
碑
裏

面
の
文
章
を
書
い
た
「
横
井
忠
直
」
と

い
う
人
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。　

　

横
井
は
、
中
津
藩
出
身
の
旧
陸
軍
参

謀
本
部
編
集
官
で
、弘
化
２
年
（
1

8
4
5
年
）、
現
在
の
大
分
県
中
津
市

に
生
れ
ま
し
た
。幼
少
期
か
ら
賢
く
、

大
分
県
日
田
に
あ
る
学
塾
「
咸
宜
園
」

に
お
い
て
漢
学
を
学
び
ま
し
た
。明
治

13
年
（
1
8
8
0
年
）、
陸
軍
省
御
用

掛
と
し
て
採
用
さ
れ
て
参
謀
本
部
に

配
属
さ
れ
、
陸
軍
編
集
官
と
し
て
明

治
43
年
（
1
9
1
0
年
）
に
退
官
す
る

ま
で
戦
史
研
究
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

　

横
井
の
生
涯
に
お
い
て
長
篠
へ
の

想
い
は
特
別
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

長
篠
城
址
弾
正
郭
林
重
三
郎
と
は

交
流
が
深
く
、
日
本
戦
史「
長
篠
役
」取

材
の
た
め
に
三
回
も
長
篠
を
訪
れ
、
重

三
郎
が
編
集
し
た
「
長
篠
合
戦
略
記
」

に
は
横
井
が
序
文
を
寄
せ
て
い
ま

す
。ま
た
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

の
新
城
町
郷
土
史
家
皆
川
登
一
郎
は
、

所
有
し
て
い
た
長
篠
の
戦
い
関
連
資

料
を
横
井
に
提
供
し
、
横
井
の
日
本
戦

史
研
究
に
対
し
て
協
力
を
惜
し
み
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
地
元
の
名
士
の
交
流

の
ほ
か
に
、
大
正
元
年
建
設
の
新
城
市

有
海
篠
場
野
に
あ
る
鳥
居
強
右
衛
門

磔
碑
に
は
、
第
16
代
奥
平
家
当
主
昌
恭

公
の
文
章
を
柔
ら
か
い
筆
使
い
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

横
井
は
、
大
正
５
年（
１
９
１
６
年
）

3
月
16
日
、
東
京
の
自
宅
で
72
歳
の
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。死
に
際
に
家
族
に

対
し
、「
予
は
死
す
る
も
の
に
非
ず
。永

久
に
生
く
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
何
事
も

遺
言
す
べ
き
も
の
な
し
」
と
言
っ
た
そ

う
で
す
。横
井
は
亡
く
な
る
直
前
ま
で

軍
人
と
し
て
の
品
格
を
持
ち
続
け
た

人
物
で
し
た
。

再
発
見
！

68

横
井
忠
直

東三河高等技術専門校
　0533‐93‐2018

愛知障害者職業能力開発校
　0533‐93‐2102

愛知県立高等技術専門校
平成24年度　普通課程
訓練生募集

愛知障害者職業能力開発校
の平成２４年度訓練生募集

横井忠直

八名学区のすべてがわかる郷土読本
設楽原歴史資料館　 22‒0673

自衛隊愛知地方協力本部
豊川地域事務所
　0533‐85‐2411

長篠・設楽原鉄砲隊
20周年記念行事
長篠・設楽原鉄砲隊
20周年記念行事

自衛官等募集

秘書広報課　　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

◉お知ら
せ…!! 

♥とって
おきの写

真

☀あなた
の身近な

話題

記念誌「わたしの八名」を発刊記念誌「わたしの八名」を発刊

う　 だ がわたけひさ

お　わだてつ お

け
ん
し
ょ
う
ひ

だ
ん
じ
ょ
う
ぐ
る
わ
は
や
し
じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

み
な
が
わ

と

い
ち
ろ
うま

さ
や
す

か
ん

ぎ

え
ん

ひ
　
た

ご

よ
う

が
か
り
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環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

※
右
記
の
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
や
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
の
「
譲
り
た
い 

　
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
へ
の

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活

　

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課
あ
て

   

22
‐
0
5
2
1

　clean-center@city.shinshiro.lg.jp

　
T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　
イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

譲
り
た
い
も
の

・
室
内
用
温
室（
全
面
ガ
ラ
ス
、二
段
棚
・

    

温
風
器
付
、高
150
㎝
×
幅
84
㎝
×
奥
行
44
㎝
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ

　

（
電
子
レ
ン
ジ
で
も
可
）

・
学
習
机

・
掛
け
時
計
（
大
き
め
の
も
の
）

　

市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と

し
て
、
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
事

業
を
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
窓
や
壁
面
に

茂
ら
せ
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
さ
え
ぎ

り
、
涼
し
い
風
を
部
屋
の
中
に
呼
び
込

む
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
時
間

を
減
ら
し
、
省
エ
ネ
と
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
従
来
の

「
家
庭
部
門
」
の
ほ
か
に
「
事
業
所
等

部
門
」
を
設
け
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
と
の
共

催
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
に
よ
り
、

応
募
者
の
中
か
ら
よ
り
良
好
な
取
り
組

み
事
例
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

６
月
末
ま
で
に
家
庭
部
門
48
人
、
事

業
所
等
部
門
18
組
の
方
が
緑
の
カ
ー
テ

ン
倶
楽
部
へ
登
録
さ
れ
、
う
ち
家
庭
部

門
39
人
、
事
業
所
等
部
門
13
組
の
応
募

の
中
か
ら
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
事
例
（
６
作
品
）
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

飼
い
主
不
明
の
猫
へ
む
や
み
に
エ
サ

を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
猫
が
増
え
、

糞
尿
な
ど
で
庭
を
荒
ら
す
な
ど
、
ご
近

所
の
迷
惑
と
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

飼
い
主
が
い
な
い
と
確
認
で
き
た

ら
、
自
分
の
飼
い
猫
と
し
て
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
外
で
エ
サ
を
与
え
る
場
合
は
必

ず
ご
近
所
の
了
解
を
得
た
上
で
、
次
の

こ
と
を
守
り
責
任
を
持
っ
て
世
話
を
し

ま
し
ょ
う
。

①
エ
サ
は
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
、

　

決
ま
っ
た
場
所
で
与
え
る
。

②
エ
サ
は
決
ま
っ
た
時
間
に
与
え
、
す

　

ぐ
に
片
付
け
て
清
掃
す
る
。

③
猫
の
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
糞
は
持
ち

　

帰
っ
て
始
末
す
る
。

④
不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、
子
猫
が
増

　

え
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

「
た
だ
エ
サ
を
与
え
て

い
る
だ
け
で
後
の
こ
と
は

一
切
関
係
な
い
！
」
と
い
っ
た
自
分
勝

手
な
行
動
は
慎
む
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
最
終
的
に
猫

を
悪
者
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
従
来
の

部
門
」
を
設
け
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
と
の
共

催
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
に
よ
り
、

応
募
者
の
中
か
ら
よ
り
良
好
な
取
り
組

み
事
例
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

６
月
末
ま
で
に
家
庭
部

業
所
等
部

ン
倶
楽
部
へ
登
録
さ
れ
、
う
ち
家
庭
部

門の
中
か
ら
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
事
例
（
６
作
品
）
を
ご
紹
介
し
ま

組
み
事
例
（
６
作
品
）
を
ご
紹
介
し
ま

組
み
事
例
（
６
作
品
）
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
す
。

エコとぴっくすエコとぴっくすエコとぴっくす

今
月
の

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

エ
サ
を
与
え
て
い
る
方
は

責
任
あ
る
行
動
を

　

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
分
別
し
て
出
さ

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
委
託
業
者
に

よ
り
回
収
さ
れ
、
圧
縮
・
梱
包
が
な
さ

れ
た
後
、
再
生
処
理
事
業
者
に
引
き
渡

さ
れ
ま
す
。

　

再
生
処
理
事
業
者
で
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
や
繊
維
の
原
料
に
加
工
さ
れ
、
再

商
品
化
製
品
利
用
事
業
者
に
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
発
表

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
発
表

家　庭　部　門事　業　所　等　部　門

岩附玲子 様　（川田地区）　８月26日撮影

髙木てるみ 様　（川田地区）　８月２０日撮影

小川哲史 様　（東新町地区）　８月10日撮影

オーエスジー株式会社新城工場 様　８月５日撮影

上平井公民館 様　８月31日撮影

さかえの郷デイサービスセンター新城 様　９月１日撮影

最優秀賞 最優秀賞

優秀賞

エ
サ
を
与
え
て
い
る
方
は

責
任
あ
る
行
動
を

優秀賞

優秀賞 優秀賞

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
質
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
質
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
16
日
、
再
生
処
理
事
業
者
「
株

式
会
社
ア
ー
ス
・
グ
リ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」（
長
野
県
飯
田
市
）
が
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
品
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
託
業
者
で
圧
縮
・
梱
包
さ
れ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
塊
（
ベ
ー
ル
）
を
一
つ

選
び
出
し
、
そ
の
中
に
不
適
合
の
も
の

が
な
い
か
調
べ
ま
し
た
。
ベ
ー
ル
は
大

き
さ
約
１
立
方
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
１

３
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
約
３
，
０
０
０
個

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
で
き
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
不
適
合
と
判
断
さ
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
異
物
が
わ
ず
か
に

見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
も

の
は
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
お
り
、
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
不
適
合
と
な
っ
た
も

の
は
次
の
通
り
で
す
。

•
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る

　

も
の
（
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
た
後
に
残

　

る
リ
ン
グ
は
付
い
て
い
て
も
可
）

•
購
入
の
際
、
お
店
で
張
ら
れ
た
シ
ー

　

ル
が
付
い
て
い
る
も
の

•
塗
料
や
薬
を
入
れ
た
も
の

•
異
物
（
お
菓
子
の
袋
や
乾
燥
剤
な
ど
）

　

の
混
入

•
食
用
油
や
オ
イ
ル
入
り
ド
レ
ッ
シ
ン

　

グ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
（
混

　

入
す
る
と
、
き
れ
い
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
に
も
油
が
付
い
て
し
ま
い
、
再
資

　

源
化
が
で
き
な
く
な
る
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
）

　

ほ
か
に
も
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
書
か

れ
た
も
の
、
ハ
サ
ミ
や
カ
ッ
タ
ー
で
切

ら
れ
た
も
の
は
不
適
合
物
と
な
る
の
で
、

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今回不適合となったペットボトル

いわつきれい こ

たか き

お がわてつ じさと

ふ
ん

き
ょ
せ
い

く

ら

ぶ
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～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

学 校 の 概 要

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

校
歌
を
め
ぐ
る
物
語

かるた大会

お田植踊り

設楽原決戦場まつり

市
民
編
集
委
員
か
ら

　

私
自
身
の
母
校
で
あ
り
楽
し
み
に
伺

い
ま
し
た
。在
学
中
に
は
真
新
し
く
な
っ

た
ば
か
り
の
体
育
館
で
校
歌
を
歌
っ
て

い
ま
し
た
が
、当
時
は
校
長
先
生
自
ら
作

っ
た
歌
詞
と
は
知
ら
ず
、卒
業
し
て
何
十

年
も
経
っ
た
今
改
め
て
歌
詞
を
見
直
す

と
、60
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
実
に
新
鮮
で
し
た
。

東
郷
東
小
学
校
　
校
歌

運動会「合戦と農民」

武者行列

　

所
在
地
が
設
楽
原
の
古
戦
場
エ
リ
ア

に
位
置
す
る
だ
け
に
、
年
間
行
事
に
長

篠
・
設
楽
原
の
合
戦
に
ま
つ
わ
る
行
事

が
め
じ
ろ
押
し
で
あ
る
。

　

7
月
の
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
で

は
、
１
・
2
年
生
は
踊
り
を
、
3
年
生

か
ら
6
年
生
は
陣
笠
を
か
ぶ
り
、
手
作

り
の
鎧
に
身
を
固
め
て
小
学
校
か
ら
馬

防
柵
の
あ
る
決
戦
場
ま
つ
り
の
会
場
へ

と
行
軍
す
る
。
そ
し
て
、
東
郷
西
小
学

校
児
童
と
東
郷
中
学
校
の
生
徒
と
合
流

し
、
合
戦
を
再
現
す
る
。

　

ま
た
、
9
月
の
運
動
会
で
は
「
合
戦

と
農
民
」
と
題
し
た
マ
ス
ゲ
ー
ム
が
４

年
生
か
ら
6
年
生
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

る
。
こ
ち
ら
は
各
学
年
で
騎
馬
隊
・
足

軽
・
鉄
砲
隊
・
そ
し
て
馬
防
柵
！
（
い

ず
れ
も
人
間
で
表
現
）
に
扮
し
て
戦
い

の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
再
現
し
、

最
後
は
戦
死
者
の
霊
を
弔
い
鎮
め
る
火

お
ん
ど
り
の
舞
で
締
め
く
く
ら
れ
る
素

晴
ら
し
い
演
目
で
あ
る
。
毎
年
の
演
目

で
は
あ
る
が
、
学
年
に
よ
り
役
割
が
変

わ
る
の
で
、
各
学
年
と
も
「
今
年
は
つ

い
に
○
○
の
役
が
で
き
る
」
と
真
剣
に

練
習
し
て
演
じ
き
る
。
こ
の
小
学
校
で

学
ぶ
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
お
け
る
通

過
儀
式
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会
科
の

授
業
で
「
私
は
、
長
篠
・
設
楽
原
の
戦

い
で
命
を
散
ら
し
て
い
っ
た
人
々
は
、

  

　
　
　
作
詞
　
小
柳
津
　
鏡

　
　
　
　作
曲
　
鈴
木
佐
太
夫

一
．
雁
峰
山
の
　
雲
晴
れ
て

　
　
踊
る
光
だ
　
喜
び
だ 

　
　
よ
い
子
の
務
め
　
果
た
し
つ
つ

　
　
誠
実
の
校
訓
　
身
に
享
け
て

　
　
守
れ
　
誉
れ
の
学
舎
を

　
　
東
郷
東
　
い
ざ
わ
れ
ら

二
．
丘
は
み
ど
り
の
　
風
を
呼
び

　
　
稔
る
太
鼓
だ
　
掛
声
だ

　
　
心
を
磨
き
　
身
を
練
え

　
　
学
び
の
道
に
　
い
そ
し
み
て

　
　
築
け
　
明
る
い
学
舎
を

　
　
東
郷
東
　
い
ざ
わ
れ
ら 

二
．
寒
狭
の
流
れ
　
水
清
く

　
　
映
え
る
瞳
だ
　
輝
き
だ

　
　
互
い
に
睦
み
　
助
け
合
い

　
　
自
治
の
旗
風
　
な
び
か
せ
て

　
　
進
め
　
理
想
の
彼
方
ま
で
　

　
　
東
郷
東
　
い
ざ
わ
れ
ら

　
　
東
郷
東
　
い
ざ
わ
れ
ら

東郷東小学校
No.15

（
昭
和
23
年
11
月
制
定
）

設
楽
原
の
合
戦
へ
、い
ざ
出
陣
！

　

国
道
1
5
1
号
清
井
田
信
号
よ
り
北

を
の
ぞ
む
と
、
こ
ん
も
り
と
し
た
木
立

の
間
に
東
郷
東
小
学
校
の
白
い
建
物
が

見
え
る
。
学
区
に
は
か
つ
て
、
天
正
3

年
5
月
21
日
、
小
さ
い
連
吾
川
を
は
さ

ん
で
、
西
に
織
田
・
徳
川
連
合
軍
、
東

に
武
田
軍
が
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
設
楽
原
が
あ
る
。
現
在
新
東
名
の
工

事
が
着
々
と
進
み
、
東
西
南
北
の
交
通

網
が
完
成
す
れ
ば
経
済
発
展
の
拠
点
と

し
て
様
変
わ
り
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の

地
の
歴
史
的
事
実
は
教
育
活
動
の
中
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

開
校
以
来
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
ち
、
そ
の
間
も
長
篠
・
設
楽
原
の

戦
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
学
校
行
事
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
命
の
尊
さ
を
脈
々
と

受
け
継
い
で
き
た
。

　

校
歌
は
昭
和
23
年
、
当
時
の
校
長
小

柳
津
鏡
氏
自
ら
が
作
詞
し
、
教
諭
の
鈴

木
佐
太
夫
氏
が
作
曲
し
た
。
11
月
に

は
、
校
歌
制
定
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

8
月
に
購
入
し
た
ピ
ア
ノ
（
ム
ー
ン
ラ

沿革
明治39年12月、浅谷、大宮、信楽の各尋常小学校
を合わせ、東郷第二尋常小学校が開校された。そ
の後町村合併・教育制度改革・市制施行などの変
遷によって、今日の東郷東小学校がある。
学校の特色
設楽原決戦場まつりに関するさまざまな行事がある。

学年別児童数今昔

学  年 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

昭和３３年

平成23年

１２９人　　１５１人　　１５０人　１６５人　１５３人　１３４人　　８８２人

３７人   　３６人  ４１人      ４４人   　４９人   ３９人  　２４６人

地
域
変
貌
の
中
で
も
受
け
継
が

れ
る
も
の

ピ
ア
ノ
（
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
）
と

と
も
に
誕
生

地
域
の
人
と
歴
史
に
見
守
ら
れ

９月１日現在

我らが 母 校我らが 母 校
発見発見

東郷東小学校区域図

　
「
設
楽
原
古
戦
場
い
ろ
は
か
る
た
」は
、

昭
和
58
年
に
設
楽
原
を
ま
も
る
会
で
制

作
さ
れ
た
。絵
札
は
、
東
郷
中
学
校
版
画

ク
ラ
ブ
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。平

成
13
年
に
絵
札
だ
け
を
6
年
生（
制
作
当

時
は
5
年
生
）が
新
た
に
作
り
、
こ
れ
を

使
っ
て
の
か
る
た
大
会
が
1
月
に
行
わ

れ
て
い
る
。絵
札
の
中
に
は
、
こ
れ
が
小

学
生
の
作
品
か
！
と
驚
か
せ
て
く
れ
る

物
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

　

ほ
か
に
も
6
月
に
は
鉄
砲
隊
長
さ
ん

の
話
を
聞
く
会
、10
月
に
は
設
楽
原
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
が
あ
る
。４
３
６
年
前
の
凄

惨
な
戦
い
の
歴
史
も
、大
切
な
郷
土
の
歴

史
の
1
ペ
ー
ジ
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。無
念
の
死
を

遂
げ
た
名
も
無
き
足
軽
や
名
高
い
武
将

た
ち
の
魂
も
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿

に
安
ら
ぎ
を
覚
え
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

ま
た
5
月
の
お
田
植
踊
り
は
、献
穀
祭

（
皇
室
に
お
米
を
献
上
す
る
儀
式
）
が
実

施
さ
れ
た
時
、新
城
高
校
女
子
生
徒
が
早

乙
女
姿
と
な
り
踊
り
を
舞
っ
た
こ
と
を

参
考
に
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
10
年
目
に
突
入
。9
月
に
な
る
と

か
か
し
作
り
、
10
月
に
は
収
穫
と
、
こ
ち

ら
も
年
間
を
通
じ
た
学
校
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

　

命
の
大
切
さ
、
地
域
の
方
々
が
守
っ

て
き
た
も
の
を
風
化
さ
せ
な
い
思
い
が

さ
ま
ざ
ま
に
教
育
活
動
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
深

さ
と
温
か
さ
を
感
じ
る
。

イ
ト
）
の
お
披
露
目
の
意
味
も
あ
っ
た

ら
し
い
。

　

歌
詞
の
中
に
は
、
勢
い
の
良
い
さ
ま

が
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
を
ほ
う
ふ
つ

さ
せ
る
く
だ
り
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、

真
意
は
小
柳
津
氏
の
み
ぞ
知
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

ど
う
い
う
気
持
ち
で
戦
っ
て
い
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
名
も
な
い
兵
た
ち
は
、
本
当

は
戦
い
な
ん
か
し
た
く
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
児
童
が
感
想
を
書
い
て

い
る
。

東郷東小学校

N

設楽原
歴史資料館

JR飯田線

東郷中

愛知新城
大谷大学

東郷駅
伊那街道

や
い

づ

き
ょ
う

おす
ず

き

さ
　
た

お

よ
ろ
い

れ
ん
ご
う

せ
い

さ
ん

さ

お
と

め
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
3
6
5
日
24
時
間
最
寄
り
の
医

療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

22
‐
1
1
3
3

　

 http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
7
時
か
ら
11
時
ま
で
小
児
の
救

急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

＃
8
0
0
0〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ     

新
城
薬
剤
師
会

　

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

開
設
時
間

　

午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事         

務

製  

　
　 

造

全
職
種
計

77
人

51
人

33
人

134
人

511
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で

す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
への
紹
介
、履
歴
書
・   

   

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ

   

ス
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
23
年
9
月
末
現
在

相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

作手開発センター

鳳来開発センター

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

1２/５（月）　午前9時　（要予約）

1２/５（月）　午前10時　（要予約）

1２/２(金）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

1２/２０(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

1２/８（木）午前10時～午後3時※５日（月）正午までに要予約

1２/22（木）午前10時～午後3時※１９日（月）正午までに要予約

1２/１４（水）、2８（水）　午後1時～4時（要予約）

1２/１（木）　午後1時～4時

1２/２１（水）　午後1時～4時

1２/1２（月）　午後1時～4時

1２/９（金）　午後1時～4時

1２/１４（水）　午後1時30分～3時30分

1２/２８（水）　午後4時～8時　（要予約）

1２/９（金）、１６（金）　午前10時30分～午後2時30分

1２/１５（木）　午後6時～8時

1２/２０（火）　午後1時～4時　（要予約）

１２/２１（水）午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

1２/９（金）　　午後1時～4時　（要予約）

1２/１３（火）　　午前１０時～午後３時

1２/１３（火）　午前１０時～午後３時

1２/２１（水）　午後1時～４時

1２/２７（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

１２/1０（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

作手総合支所地域振興課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

37-2839

37-2839

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-762１

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

3７-２２７９

3２-１９８3

２３-7625

２３-7640

22年 18

25

7

0

0

0

22

31

9

22

31

9

109

134

25

23年

増減

10月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

241

229

－12

2

2

0

311

280

－31

313

282

－31

1,032

1,089

57

22年

23年

増減

分

累計
10月末
現在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

市内の交通事故状況

12月
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◆第9回◆

長篠合戦図屏風　（所蔵：名古屋市博物館）

【描かれた設楽原の決戦】【描かれた設楽原の決戦】

長篠合戦図屏風長篠合戦図屏風 その2

　

私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る
長

篠
合
戦
図
屏
風
に
は
、
武
田
軍
に

相
対
す
る
織
田
・
徳
川
連
合
軍

が
馬
防
柵
の
近
く
で
火
縄
銃
を

構
え
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

も
う
も
う
と
立
ち
上
が
る
火

縄
銃
か
ら
の
黒
煙
、
次
々
と
倒
さ

れ
て
い
く
武
田
の
武
将
た
ち
。こ

う
し
た
屏
風
な
ど
か
ら
私
た
ち

は
激
し
か
っ
た
戦
い
の
様
子
、
と

て
も
緊
迫
し
た
長
篠
・
設
楽
原

の
戦
い
の
様
子
を
手
に
取
る
よ

う
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
も
う
一
つ
の
長
篠
合
戦
図
屏
風

　

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
知
っ
て

い
る
長
篠
合
戦
図
屏
風
と
は
全

く
異
な
る
構
図
の
長
篠
合
戦
図

屏
風
が
名
古
屋
市
博
物
館
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
長
篠
合
戦
図
屏
風
は

一
つ
の
屏
風
で
絵
が
完
成
し
て

い
ま
す
が
、
名
古
屋
市
博
物
館
の

長
篠
合
戦
図
屏
風
は
二
つ
の
屏

風
で
絵
が
完
成
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。お
そ
ら
く
二

つ
を
並
べ
る
と
右
側
に
武
田
軍

の
描
か
れ
た
屏
風
、
左
側
に
織

田
・
徳
川
連
合
軍
の
描
か
れ
た

屏
風
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。現
在
、
右
側
の
屏
風
は
失

わ
れ
、
左
側
の
屏
風
の
み
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。た
だ
、
長
篠
合
戦

図
屏
風
の
中
で
は
最
も
古
い
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か

　

屏
風
の
一
番
右
端
に
は
連
吾

川
が
描
か
れ
、
刀
や
や
り
を
持
っ

て
連
合
軍
に
突
撃
す
る
３
人
の

武
田
軍
の
足
軽
が
い
ま
す
。火
縄

銃
を
構
え
る
連
合
軍
の
武
将
た

ち
。ま
た
、
描
か
れ
て
い
る
馬
防

柵
は
細
く
き
ゃ
し
ゃ
で
、
た
ち
ま

ち
倒
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
感

じ
す
ら
あ
り
ま
す
。

　

彼
ら
が
身
に
着
け
て
い
る
よ

ろ
い
は
決
し
て
派
手
で
は
な
く
、

実
際
に
戦
い
で
身
に
着
け
て
い

た
よ
ろ
い
と
同
じ
よ
う
な
よ
ろ

い
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
に
は
名
札
が
付
い

て
い
な
い
た
め
、
ど
れ
が
誰
な
の

か
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。唯

一
特
定
で
き
る
人
物
は
徳
川
家

康
で
す
。馬
標
で
あ
る
金
の
扇
の

後
ろ
に
い
る
武
将
が
家
康
で
す
。

信
長
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
左
の

方
に
い
る
集
団
が
信
長
の
本
陣

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
戦
い
の
本
当
の
姿

　

火
縄
銃
を
構
え
、
刀
や
や
り
を

持
つ
武
将
や
足
軽
た
ち
が
右
の

方
に
書
か
れ
て
い
る
一
方
、
中
央

の
下
の
方
で
は
立
ち
話
を
し
た

り
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
何
や
ら
相

談
を
し
た
り
し
て
い
る
武
将
た

ち
が
い
ま
す
。連
吾
川
周
辺
に
あ

る
緊
迫
感
が
こ
こ
に
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

両
軍
で
５
万
を
超
え
る
人
た

ち
が
設
楽
原
で
戦
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
食
料
や
武
器
を

運
ぶ
人
、
治
療
を
行
う
人
な
ど
、

実
際
に
戦
い
に
参
加
し
な
か
っ

た
人
も
か
な
り
い
た
と
い
う
こ

と
が
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
気
が

し
ま
す
。

びょう　　ぶ
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